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購読料　1 部 80 円　年間 320 円
制作・印刷 株式会社人力社

主な 記 事
人
文
学
部
・
手
塚
薫
教
授「
霧
と
火
山
の
千
島
列
島
へ
」２
面

退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑧
 人
文
学
部
 大
森
一
輝
教
授
４
面

経
営
学
部
 教
育
連
携
協
定
に
よ
り
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
５
面

学
園
人
脈
記
 第
７
回
　

小
川
倁
慧
氏

６
面

司
法
書
士
試
験
 現
役
合
格

７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
就
職
活
動
IN
FO
R
M
A
TIO
N

８
面

阿
麻
禰
 Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ

古
和
芸
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

リ
ア
ル
な
学
生
生
活
を

伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ

北
海
学
園
大
学
で
過
ご
す
学
生
生

活
を
ま
る
ご
と
感
じ
ら
れ
る
動
画
を

は
じ
め
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
動
画
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
章
や
写

真
に
比
べ
多
く
の
情
報
量
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
始
め
、

様
々
な
デ
バ
イ
ス
の
操
作
性
を

追
求
し
た
構
成
・
デ
ザ
イ
ン

ア
ク
セ
ス
数
の
約
７
割
を
占
め
て

い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
に
、

多
様
な
デ
バ
イ
ス
で
も
、
よ
り
使
い

や
す
く
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
構
成
や
デ
ザ
イ
ン
を
全
面
的
に

刷
新
し
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
と

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
追
及

北
海
学
園
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、

日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ

る
「
大
学
ス
マ
ホ
・
サ
イ
ト
 ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
調
査
２
０
１
８
─
２
０
１

９
」で
全
国
第
２
位
を
獲
得
し
、
日
々

の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
取
組
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も〝
誰
も
が

ど
の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
て
も
使
い

や
す
い
〟
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
目
指
し
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
に
も
取
り

組
み
続
け
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
性
を
持
た
せ
、

北
海
学
園
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信

各
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
に
統
一
性

を
持
た
せ
、
北
海
学
園
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。
北
海
学
園
大
学
は
、
日
経
Ｂ

Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
大

学
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
調
査
２
０

１
８
─
２
０
１
９
」
で
５
年
連
続
北

海
道
内
私
大
第
１
位
を
獲
得
し
て
お

り
、
今
後
も
、
北
海
道
の
地
に
根
差
し

た
北
海
学
園
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
、Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
通
し
て
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
８
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
で
構
成
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
認
知
度
が
高
い
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
メ
ニ
ュ
ー
（
３
本
線
デ

ザ
イ
ン
）
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
保
護
者
の

方
へ
」「
在
学
生
の
方

へ
」
な
ど
ユ
ー
ザ
ー

の
皆
さ
ま
の
属
性
に
合
わ
せ
て
６
つ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
に
、
入
口
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。

【
８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
】

１
.北

海
学
園
大
学
に
つ
い
て
…
本

学
の
取
組
、
歴
史
や
伝
統
な
ど
、
北
海

学
園
大
学
の
全
体
像
の
紹
介
。

２
.学

部
・
大
学
院
…
各
学
部
の
特

色
、
学
科
紹
介
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
シ

ラ
バ
ス
な
ど
を
紹
介
。

３
.学

び
の
特
色
…
総
合
大
学
で
学

ぶ
、
札
幌
で
学
ぶ
、
２
部
（
夜
間
部
）

で
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
全
学
共

通
教
育
や
課
程
教
育
な
ど
、
北
海
学

園
大
学
な
ら
で
は
の
特
色
を
紹
介
。

４
.学

生
生
活
…
学
費
、
部
活
・
サ
ー

ク
ル
、
履
修
・
授
業
・
学
習
環
境
の
ほ

か
、
学
生
生
活
上
の
様
々
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
紹
介
。

５
.キ

ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
…
北
海
学

園
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
の

全
て
を
集
約
。
学
生
向
け
の
情
報
だ

け
で
は
な
く
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

向
け
て
の
情
報
も
充
実
。「
親
子
で
話

す
就
職
活
動
」
な
ど
就
職
活
動
を
支

え
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
心
構
え
、

就
職
活
動
用
語
集
な
ど
も
紹
介
。

６
.国

際
交
流
・
留
学
…
海
外
協
定

校
、
海
外
へ
の
留
学
、
海
外
か
ら
の
留

学
に
つ
い
て
、
写
真
や
学
生
の
声
な

ど
を
多
数
交
え
な
が
ら
紹
介
。

７
.地

域
・
社
会
連
携
…
総
合
大
学
で

あ
る
北
海
学
園
大
学
の
幅
広
い
研
究

活
動
の
ほ
か
、
社
会
連
携
・
生
涯
学
習

に
つ
い
て
紹
介
。

８
.入

試
情
報
…
入
学
試
験
に
関
す

る
全
て
の
情
報
を
集
約
。

【
６
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】

「
１
．受
験
生
」「
２
．在
学
生
」「
３
．

卒
業
生
」「
４
．保
護
者
」「
５
．地
域
・

一
般
」「
６
．企
業
・
教
育
機
関
」
の
方

向
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
情
報

を
整
理
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

◆

北海学園北海学園
大　学大　学 公公式式WWeebbササイイトトリニューアルリニューアル公式Webサイトリニューアル北海学園
大　学

２
０
１
８
年
12
月
14
日（
金
）、
北
海
学
園
大
学
の
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た（
新
URL：
https://www.hgu.jp/）。
北
海

学
園
大
学
は
、
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
背
景
に
日
々
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
姿
を
、
広
く
社
会
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

大
学
に
身
を
置
い
て
、
哲
学

や
宗
教
と
い
う
分
野
で
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
真
理
探
求
あ
る

い
は
真
理
探
究
（
前
者
は
よ
り

実
存
的
な
、
後
者
は
よ
り
客
観

的
な
真
理
の
追
求
を
意
味
す

る
）と
い
う
言
葉
は
、household

wordの
部
類
に
属
す
る
が
、
現

代
社
会
は
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く

裏
腹
な
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
る
も
の

が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。フ
ェ
イ
ク
と
は
偽
物
、ま
が

い
物
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し

か
し
た
と
い
偽
物
で
あ
っ
て

も
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
が
よ

く
、
よ
り
強
い
影
響
力
が
期
待

で
き
れ
ば
、
平
気
で
そ
れ
を
利

用
す
る
と
い
う
風
潮
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
な
っ
て
か

ら
幅
を
利
か
せ
て
い
る
。

こ
の
風
潮
を
言
い
表
す
表
現

と
し
て
、「
ポ
ス
ト
真
実
」
な
る

言
葉
が
市
民
権
を
得
つ
つ

あ
る
。
こ
れ
は
英
語
の

post-truthに
由
来
す
る
。

truthは
「
真
理
」「
真
実
」、

postは
「
～
の
あ
と
」
と
い

う
意
味
な
の
で
、
post-

truthと
は
文
字
通
り
に
は

「
真
理
・
真
実
の
あ
と
」
と

い
う
意
味
に
な
る
。
こ
の

言
葉
は
２
０
１
６
年
６
月

に
イ
ギ
リ
ス
で
実
施
さ
れ

た
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
の
是

非
を
問
う
国
民
投
票
に
お

い
て
、
離
脱
派
の
主
張
の

な
か
に
「
真
実
で
な
い
」
こ

と
が
含
ま
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
こ
そ
が

有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
力
を

も
っ
た
こ
と
か
ら
、「
世
論
を
形

成
す
る
上
で
、
客
観
的
事
実
よ

り
も
感
情
や
個
人
的
信
念
に
訴

え
る
こ
と
の
方
が
、
よ
り
大
き

な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る

環
境
の
」と
い
う
意
味
の
形

容
詞
と
し
て
、今
で
は
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
は
こ
の
表
現
を

あ
ま
り
好
ま
な
い
が
、現
代

は
ま
こ
と
に「
真
実
な
き
時

代
」で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
破
廉
恥
な
言
動
は

言
う
に
及
ば
ず
、わ
が
国
で

も
総
理
大
臣
以
下
、大
臣
も

官
僚
も
企
業
人
も
お
し
な

べ
て
劣
化
が
押
し
進
み
、虚

偽
や
不
正
や
不
真
実
を
平

気
で
押
し
通
し
て
い
る
。し

か
も
そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
一
流
大

学
卒
だ
と
い
う
こ
と
は
、
事
態

の
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

大
学
は
虚
偽
や
不
正
や
不
真
実

と
は
真
逆
の
、
利
害
打
算
を
離

れ
た
真
理
を
探
究
す
る
場
の
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

目
下
の
現
実
は
大
学
教
育
の
敗

北
を
裏
付
け
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。わ

が
北
海
学
園
大
学
は
「
開

拓
者
精
神
」
を
高
く
掲
げ
て
い

る
が
、
北
海
道
開
拓
は
厳
し
い

大
自
然
を
相
手
に
、
言
語
に
絶

す
る
労
苦
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
自
然

の
前
で
は
虚
偽
や
不
正
は
一
切

通
用
し
な
い
。
真
実
か
つ
誠
実

な
努
力
の
積
み
重
ね
の
み
が
、

未
曽
有
の
大
業
を
成
功
に
導
い

た
の
で
あ
る
。
本
学
の
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
こ
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
真
実
を
貫
く
人
に
な
っ

て
頂
き
た
い
。

【
学
長
　
安
酸
 敏
眞
】

「真実なき時代」と本学の使命

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

作品社

お
金
儲
け
は「
良
い
」こ
と
な
の
か
？
―
―
欧
米
で
は
若
者

を
中
心
に
資
本
主
義
経
済
体
制
に
反
対
す
る
声
が
広
ま
っ

て
い
る
。お
金
を
儲
け
る
と
い
う「
資
本
」の
原
理
が
、格
差

や
環
境
破
壊
な
ど
負
の
側
面
を
も
た
ら
す
か
ら
だ
。そ
こ
か

ら
本
書
は
現
代
の
社
会
運
動
の
存
在
理
由
を
分
析
す
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

デ
ヴ
ィ
ッ
ド・ハ
ー
ヴ
ェ
イ
著
／
大
屋
定
晴（
経
済
学
部
教
授
）他
訳

資
本
主
義
の
終
焉

有斐閣

大
学
で
初
め
て
国
際
法
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
に
、写
真
や
地

図
、図
表
な
ど
を
豊
富
に
盛
り
込
み
な
が
ら
国
際
法
全
体
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
、世
界
的
に
も
珍
し
い
新
し
い
タ

イ
プ
の
国
際
法
テ
キ
ス
ト
。

定
価
（
本
体
 二
、
四
〇
〇
円
＋
税
）

加
藤
信
行（
法
学
部
教
授
）・植
木
俊
哉・森
川
幸
一
 ほ
か
編
著

ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ
ス
ト
国
際
法

勉誠出版

定
価
（
本
体
 九
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

鈴
木
英
之（
人
文
学
部
准
教
授
）著

知泉書館

ド
イ
ツ
の
神
学
者
、
歴
史
家
と
し
て
宗
教
哲
学
、
歴
史
哲
学

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
業
績
を
残
し
た
ト
レ
ル
チ
。歴
史
的
思

考
の
探
求
が
望
ま
し
い
共
同
体
形
成
の
基
盤
に
な
る
と
い

う
ト
レ
ル
チ
思
想
の
全
体
像
を
解
き
明
か
す
。定

価
（
本
体
 四
、
六
〇
〇
円
＋
税
）

小
柳
敦
史（
人
文
学
部
准
教
授
）著

ト
レ
ル
チ
に
お
け
る
歴
史
と
共
同
体

資
本
の
17
の
矛
盾
と

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
未
来

中
世
学
僧
と
神
道
─
─
了

�
�
�

誉�

聖�
�
�

冏�
�

の
学
問
と
思
想

ぎょうせい

交
通
事
故
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
に
特
化
し
た
大
系（
全
３

巻
）の
第
２
巻
。交
通
事
故
訴
訟
に
お
け
る
責
任
を
め
ぐ
る

実
体
法
と
保
険
制
度
の
交
錯
に
つ
い
て
、20
本
の
論
考
を

収
め
明
ら
か
に
す
る
。

定
価
（
本
体
 一
八
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

藤
村
和
夫
・
伊
藤
文
夫
 他
編
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

ナカニシヤ出版

統
計
調
査
は
な
ぜ
困
難
に
な
っ
た
の
か
？
  イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調
査
は
ど
こ
ま
で
役
に
立
つ
の
か
？
  学
術
研
究
、と

く
に
社
会
科
学
、地
理
学
へ
の
利
用
の
可
能
性
を
、さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
探
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
六
〇
〇
円
＋
税
）

実
務

交
通
事
故
訴
訟
大
系
 第２
巻
 責
任
と
保
険

地
域
と
統
計

諸
宗
派
の
仏
教
教
理
の
み
な
ら
ず
、
神　

信
仰
や
聖
徳
太
子

信
仰
、和
歌
や
儒
教
な
ど
、中
世
の
主
要
な
思
想
・
信
仰
・
文

学
を
包
括
的
に
修
め
た
了
誉
聖
冏
。浄
土
宗
第
七
祖
と
し
て

尊
崇
さ
れ
た
高
僧
の「
兼
学
」か
ら
中
世
日
本
の
知
に
迫
る
。

養賢堂

水
族
館
の
楽
し
み
方
や
歴
史
、生
物
の
収
集
・
輸
送
、飼
育
展

示
と
繁
殖
、さ
ら
に
水
族
館
の
社
会
的
位
置
づ
け
、食
や
環

境
問
題
と
の
関
係
な
ど
人
文
・
社
会
科
学
系
視
点
に
重
心
を

置
い
て
６
人
が
執
筆
。大
人
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

錦
織
一
臣
 監
修
・
編
著
／
濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

大
人
の
た
め
の
水
族
館
ガ
イ
ド

埴
淵
知
哉
・
村
中
亮
夫（
人
文
学
部
准
教
授
）編
著

〈
調
査
困
難
時
代
〉の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

学
部
、
農
学
部
）
が
増
え
る
。
こ

の
傾
向
と
重
な
る
。
ま
た
、
入
学

定
員
管
理
の
厳
格
化
に
よ
り
文

部
科
学
省
定
員
に
対
す
る
入
学

者
の
超
過
倍
率
が
抑
制
さ
れ
、
合

格
者
数
を
減
少
す
る
大
学
が
多

い
こ
と
か
ら
、
受
験
生
は
よ
り
安

全
志
向
の
出
願
傾
向
に
あ
り
、
志

願
者
増
加
に
繋
が
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

全
国
的
に
18
歳
人
口
の
減
少

が
続
く
中
、
現
役
大
学
志
願
者
数

の
逓
増
傾
向
が
み
ら
れ
る
昨
今
、

本
学
の
一
般
入
試
の
志
願
者

は
昨
年
よ
り
１
５
２
名
の
増
加
、

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
の
志
願
者

は
５
６
０
名
の
増
加
と
な
っ
た
。

１
部
文
系
学
部
は
志
願
者
増
で

あ
る
一
方
、
２
部
（
夜
間
部
）
は

若
干
減
少
し
た
。
学
部

で
み
る
と
、人
文
学
部
、

経
済
学
部
、
経
営
学
部

が
増
加
傾
向
、
法
学
部
は
減
少
、

工
学
部
は
横
ば
い
で
あ
っ
た
。
一

般
的
に
景
気
拡
大
期
に
は
企
業

の
雇
用
拡
大
が
進
み
人
文
系
、
経

済
・
経
営
・
商
学
系
に
志
願
者

が
集
ま
り
、
景
気
後
退
期
に
公
務

員
や
技
術
者
志
望
（
法
学
部
、
工

北
海
道
内
の
大
学
志
願
率
も
上

昇
し
て
い
る
。
経
済
状
況
の
厳
し

さ
、
国
公
立
大
学
志
向
の
強
ま

り
、
受
験
校
数
の
絞
り
込
み
な

ど
、
志
願
動
向
に
は
留
意
し
た

い
。

今
後
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
進
学
相
談
会
、

出
前
講
義
な
ど
に
お
い

て
、
本
学
の
教
育
内
容
と
学
習
環

境
を
積
極
的
に
発
信
し
、
特
に
２

部
（
夜
間
部
）
は
社
会
人
や
学
び

直
し
や
意
欲
の
あ
る
方
々
に
対

し
、「
地
下
鉄
の
利
便
性
」、「
４
年

間
の
学
業
状
況
」、「
授
業
料
の
安

さ
」
を
周
知
し
た
い
。

平
成
31
年
度
一
般
入
学
試
験
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
学
試
験
Ⅰ
期
、
併
設
校
推
薦
入

試
（
北
海
高
校
・
北
海
学
園
札
幌

高
校
）
の
合
格
発
表
が
２
月
23
日

（
土
）行
わ
れ
た
。
午
前
10
時
の
発

表
会
場
に
は
受
験
生
や
家
族
が

訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
学
生
た
ち
に
よ
る
胴
上

げ
や
応
援
団
に
よ
る
エ
ー
ル
が

あ
り
、
歓
喜
の
声
に
沸
い
た
。

平
成
31
年
度
入
試
の
一
般
入

試
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
（
Ⅱ
期
を
除
く
）
の
入

試
状
況
は
表
の
通
り
。

合
格
発
表
行
わ
れ
る
！

厳
し
い
環
境
で
の
入
試
状
況

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
学
生
た
ち
に
よ
る
合
格

者
の
胴
上
げ（
２
月
23
日
）

経済

学部部

経営

経営 経　　営

経　　済 1,369

542
370

685

235
216
85
130
111
79

3,822

179

112

128

36
29
484
4,306

350

369
313

272

215

33

68
35

190
108
188
204
156
2,365

ー

ー

ー

2,433

591

318
262

416

187

88

1,040
69

226
164
170
262
207
2,803

282

262

339

3,843
3,843

学科 合格者数センター利用入試一般入試

※経済学部・法学部は学部単位の募集です。
※２部合格者数は第 2志望合格者含む。

　志願者数

地域経済

経済 経　　済
地域経済

経　　営
経営情報

法 法　　律
政　　治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法　　律
政　　治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建　　築
電子情報工
生 命 工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

6,739総合計

１
部

２
部

平成31年度  一般入試・
センター試験利用入試（Ⅱ期を除く）入試状況 （人）

平
成
31
年
度

入
試
状
況
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国後島

色丹島

歯舞諸島

択捉島

知林古丹島
松輪島

計吐夷島
武魯頓島

カムチャツカ半島

北海道

サ
ハ
リ
ン
島

千島
列島

阿頼度島
志林規島
磨勘留島

越渇磨島

幌筵島
温禰古丹島
春牟古丹島
捨子古丹島
牟知列岩
雷公計島
羅処和島
宇志知島

新知島
知理保以島

得撫島

占守島

方
向
に
進
出
す
る
動
き
が
始
ま

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
松
輪
島
な
ど
中
部
千

島
に
多
い
小
さ
な
島
々
に
人
が

定
住
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
２
千
数
百
年
前
か
ら
で
あ

り
、
魚
類
や
海
獣
を

捕
獲
す
る
技
術
を
確

立
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
期
に
な
る
ま

で
、
全
千
島
を
制
覇

す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

先
史
人
が
い
っ
た
ん
島
に
た

ど
り
着
い
て
か
ら
も
様
々
な
困

難
が
つ
き
ま
と
う
。
調
査
を
続
け

る
中
で
、
遺
跡
の
堆
積
土
層
中
か

ら
巨
大
な
津
波
や
分
厚
い
火
山

灰
の
痕
跡
が
次
々
に
見
つ
か
り
、

列
島
全
域
で
人
が
住
ま
な
い
「
居

住
断
絶
期
」
が
、
Ａ
Ｄ
１
４
０
０

年
頃
か
ら
約
２
０
０
年
続
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
地
震
列
島
故

の
宿
命
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
昨
年
12
月
政
府
の
地
震
調

査
委
員
会
は
、
列
島
東
部
を
縦
走

す
る
「
千
島
海
溝
」
で
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
８
・
８
以
上
の
巨
大
地

震
発
生
の
リ
ス
ク
を
公
表
し
た
。

地
道
な
地
質
調
査
の
結
果
、
超
巨

大
地
震
は
３
６
０
年
前
後
の
周

期
で
発
生
す
る
と
判
明
し
た
が
、

す
で
に
満
期
を
迎
え
て
い
る
。

古
代
も
現
代
も
、
自
然
災
害
の

脅
威
を
前
に
、
人
が
あ
ま
り
に
無

力
で
は
か
な
い
こ
と
に
暗
澹
た

る
想
い
が
す
る
。

今
年
１
月
22
日
、
モ
ス
ク
ワ
で

日
ロ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
北
方

領
土
問
題
を
含
む
平
和
条
約
交

渉
が
加
速
す
る
か
に
み
え
た
が
、

逆
に
立
場
の
違
い
が
鮮
明
に
な

っ
た
。
両
国
共
に
領
土
へ
の
執
着

は
強
い
が
、
千
島
列
島
と
の
関
わ

り
は
18
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

政
治
的
な
主
張
に
比
べ
、
私
た
ち

が
先
史
か
ら
千
島
列
島
各
地
で

先
住
者
が
居
住
し
て
い
た
と
い

う
事
実
に
接

す
る
機
会
は

あ
ま
り
に
少

な
い
。

私
は
２
０

０
０
年
以
降
、

先
史
時
代
の

千
島
へ
の
人

の
移
住
と
適
応
に
つ
い
て
、
米
ロ

の
研
究
者
ら
と
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
人
類
学
で
は
、
島
な
ど
海

洋
環
境
へ
の
進
出
が
重
要
な
ト

ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
優
れ
た

造
船
・
航
海
術
が
求
め
ら
れ
、
大

陸
に
比
べ
る
と
安
定
し
た
食
料

基
盤
が
少
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
周
囲
か
ら
の
支
援
も
仰
ぎ

に
く
い
た
め
、
孤
立
し
た
島
嶼
部

へ
の
移
住
は
最
近
の
こ
と
で
あ

る
。私

た
ち
が
列
島
全
域
の
遺
跡

で
集
め
た
Ｃ
14
年
代
測
定
試
料

を
分
析
し
た
結
果
、
人
の
移
住
の

お
お
よ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
判
明

し
た
。
縄
文
文
化
期
に
は
す
で

に
、
北
海
道
側
か
ら
徐
々
に
北
東

人
文
学
部
教
授手�

塚�
�

薫
�
�
�

北千島占守島四嶺山（1945年8月18日の日ソ激戦地）
の麓に横たわる旧日本陸軍戦車の前で

トピックストピックストピックス 545454

霧
と
火
山
の
千
島
列
島
へ
　

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
、

  

見
え
て
き
た
こ
と

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度
に

つ
づ
き
今
年
度
も
多
く
の
皆
様

か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を
目
的

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
振
興
会

本
学
元
工
学
部
教
授
の
橋�

�

爪�
�

達�
�

雄�

先
生
（
76
歳
）
が
平
成
30
年
11
月

７
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
ご
経
歴
》
昭
和
48
年
北
海
道
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
独
文
学
専
攻

修
士
課
程
修
了（
文
学
修
士
）、同
年

同
大
学
大
学
院
博
士
課
程
退
学
、
同

年
本
学
教
養
部
講
師
、
昭
和
53
年
助

教
授
、
昭
和
62
年
教
授
、
平
成
８
年

学
生
部
長
、
平
成
10
年
共
通
教
育
・

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
13
年
工

学
部
教
授
（
ド
イ
ツ
語
な
ど
担
当
）。

平
成
23
年
３
月
退
職
。

人
文
学
部
は
２
０
１
８
年
10

月
18
日
に
株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ
と
教
育
連
携
協
定
を
、11
月
13

日
に
ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
株
式
会
社

と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
人
文
学
部
は
、

「
北
海
道
の
未
来
を
支
え
る
人
材

の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
、
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
・
谷
寧
久
代
表
取
締
役

社
長
と
人
文
学
部
・
上
野
誠
治

学
部
長
が
教
育
連
携
の
協
定
書

に
押
印
し
た
。
両
機
関
は
共
に
北

海
道
と
包
括
連
携
協
定
（
複
数
の

政
策
分
野
に
わ
た
っ
て
北
海
道

と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た

め
、
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
教
育
連
携
協
定

ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
と
連
携
協
定

人文学部

を
締
結
し
て
、
事
業
を
実
施
す

る
）
を
締
結
。
こ
の
協
定
に
定
め

る
「
北
海
道
を
支
え
る
人
づ
く

り
」
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

人
文
学
部
が
開
講
す
る
各
種
講

義
に
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
の
社
員
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
共
に
人
材
育
成

に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
。
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
は
経
営
学
部
が
２
０

１
７
年
３
月
30
日
に
教
育
連
携

協
定
を
締
結
し
、
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
（
５
面
参
照
）。

ま
た
、
ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
と
は

「
人
材
の
育
成
と
交
流
、
な
ら
び

に
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
同
社
高

原
淳
代
表
取
締
役
社
長
と
人
文

学
部
・
上
野
誠
治
学
部
長
が
連

携
協
定
書
に
調
印
し
た
。
北
海
道

を
代
表
す
る
私
立
大
学
で
あ
る

本
学
、
特
に
人
文
学
部
に
は
、
道

内
各
地
の
歴
史
・
文
化
を
見
直

し
、
そ
れ
を
広
く
伝
え
る
こ
と
で

北
海
道
の
発
展
に
寄
与
す
る
使

命
が
あ
る
。
こ
の
協
定
は
、
帯
広

を
拠
点
と
し
印
刷
・
出
版
・
旅

行
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
地
域
の

魅
力
を
発
掘
・
発
信
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
ソ
ー
ゴ
ー
印

刷
と
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
で
、

学
生
に
人
文
学
的
な
学
び
を
社

会
で
生
か
す
た
め
の
経
験
を
つ

ま
せ
、
有
意
な
人
材
を
輩
出
す
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化

を
め
ざ
す
。

留
学
生
５
人
に
奨
学
金

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学
生

か
ら
５
名
を
厳
正
に
選
考
し
、
平

成
30
年
12
月
20
日
に
学
長（
教
育

振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当
た
り

10
万
円
の
奨
学
金
（
奨
学
金
Ｃ
）

を
支
給
し
ま
し
た
。

▼
奨
学
金
受
給
者

経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
１
年

梁�
�
�

素�

嘉�

さ
ん
（
前
列
右
）

経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
２
年

蘇�

世�
�

娟�
�

さ
ん
（
前
列
左
）

経
営
学
部
経
営
学
科
２
年

チ
ャ
ン
 ホ
ア
ン
 ア
ン
さ
ん

（
後
列
左
か
ら
２
番
目
）

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
１
年

林�
�

浩�
�

陽�
�

さ
ん
（
後
列
右
か
ら
２
番
目
）

工
学
部
生
命
工
学
科
２
年

郭�
�

宗
明

�
�
�
�

さ
ん

前
列
左
か
ら
人
文
学
部
長
 上
野
誠
治
教

授
、
ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
株
式
会
社
 高
原
淳

代
表
取
締
役
社
長
、後
列
左
か
ら
人
文
学

部
 関
本
真
乃
講
師
、
人
文
学
部
 大
森
一

輝
教
授
、『
ス
ロ
ウ
』
副
編
集
長
 片
山
静

香
氏
、『
ス
ロ
ウ
』
編
集
部
 猿
渡
亜
美
氏

先
月
、
久
し
ぶ
り
に
道
内
で
発

表
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
試
シ
ー
ズ
ン
の
大
変

慌
た
だ
し
い
な
か
、
本
当
に
多
く

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
お
礼
も
か
ね
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
、
久
し
ぶ

り
と
申
し
ま
し
て
も
前
回
は
２

０
１
１
年
の
苫
小
牧
で
開
催
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
展
で
し
た
し
、
今

回
と
同
様
の
単
独
（
個
展
）
で
の

発
表
は
２
０
０
７
年
ま
で

遡
り
ま
す
。
そ
の
個
展
は

私
が
学
園
に
赴
任
し
た
翌

年
で
し
た
の
で
、
過
去
の

自
身
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

だ
け
で
北
海
道
と
い
う
地

を
ベ
ー
ス
と
し
て
取
り
組

む
ま
で
の
内
容
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
今
回
の
発
表

は
、
こ
の
地
を
ベ
ー
ス
と

し
た
最
初
の
個
展
で
あ

り
、
私
に
と
っ
て
は
北
海
道
で
の

デ
ビ
ュ
ー
作
だ
っ
た
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
に
触
れ
る
前
に

制
作
の
軸
と
な
る
想
い
を
載
せ

て
お
き
ま
す
。『
日
常
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
見
失
う
美
し
さ
が

身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
存
在
す

る
。
ま
た
、
極
め
よ
う
と
す
る
ば

か
り
で
そ
ん
な
当
た
り
前
な
美

し
さ
を
更
に
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

見
て
い
る
よ
う
で
見
て
な
い
、
知

っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
そ

ん
な
美
を
絵
画
的
手
法
で
導
き

た
い
。』
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
作
品
を
作
り
続
け
て
い
ま

す
。
以
前
は
展
示
空
間
に
直
接
ペ

イ
ン
ト
を
施
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
一
例
で
す
が
、
塗
っ
た
部

分
と
塗
ら
な
い
部
分
を
対
比
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
塗
ら
れ
て
い

な
い
部
分
が
特
別
に
見
え
た
り

し
ま
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
な
手
法
で

「
光
の
壁
─
北
の
肖
像
─
」展

近
年
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
私
た
ち
の

生
活
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特

に
Ａ
Ｉ
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
と

は
異
な
り
〝
学
習
〟
を
つ
う
じ
て

〝
判
断
〟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
は
私
た
ち
人
間

が
や
っ
て
い
る
仕

事
の
多
く
を
代
替

し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
、
と
も
言

わ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｉ
な
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
人
間
が
行
う

行
為
や
理
解
と
の
違
い
は
、

そ
れ
が
１
を
２
に
も
３
に

も
し
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
で
あ
る
か
、
０
か
ら
１

を
生
み
出
す
よ
う
な
取
り

組
み
で
あ
る
か
、
と
い
え
ま

す
。
一
般
に
、
Ａ
Ｉ
は
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
正

解
を
自
分
で
創
り
出
し
、
判

断
に
用
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
少
な
く
と
も
何
ら
か
の

イ
ン
プ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
イ
ン

プ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
判
断

し
か
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
人
間
は
身
体
を
使
っ
て

行
為
す
る
中
か
ら
偶
発
的

に
認
知
し
た
も
の
を
ベ
ー

ス
に
創
造
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
偶
発

性
の
前
提
と
し
て
の
行
為
は
身

体
を
必
要
と
す
る
た
め
、
こ
れ
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
行
う
こ
と
は

現
段
階
で
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
私

た
ち
人
間
が
Ａ
Ｉ
時
代
を

乗
り
越
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は
０
か
ら
１
を
生
み
出
す

よ
う
な
創
造
性
で
あ
り
、偶

発
性
に
直
面
す
る
よ
う
な

行
為
を
す
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

経
団
連
は「
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
や

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
構

築
・
推
進
・
下
支
え
し
、広

義
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
人
材
」を
競
争
力
人
材

と
呼
び
、こ
の
よ
う
な
人
材

の
育
成
・
確
保
が
重
要
だ

と
明
言
し
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
創
造
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一

例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
の
学
校
で
行

わ
れ
る
一
般
的
な
教
育
に
よ
っ

て
養
成
さ
れ
る
能
力
は
Ａ
Ｉ
的

で
す
。
既
存
の
知
識
を
講
義
で
先

に
教
授
し
、
そ
れ
を
後
に
実
社
会

で
使
わ
せ
よ
う
と
い
う
ス
キ
ー

ム
は
、
い
わ
ば
１
を
イ
ン
プ
ッ
ト

し
て
２
や
３
を
生
み
出
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
０
か
ら
１
を
生

み
出
す
創
造
性
を
涵
養
し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト

（
勉
強
）
を
重
視
す
る
学
び
だ
け

で
な
く
、
行
為
の
中
で
生
じ
る
偶

発
性
に
対
し
て
自
分
な
り
の
答

え
を
生
み
出
し
て
い
く
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
（
研
究
）
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
研
究
的
な

取
り
組
み
を
教
育
に
ど
う
取
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

が
、
私
た
ち
大
学
人
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

経
営
学
部
教
授佐�

藤�
�

大�
�

輔�
�

AI 時代に求められる「創造性」

気
に
入
っ
て

は
い
ま
し
た

が
、な
か
な
か

発
表
の
許
可

が
得
ら
れ
ず
、

現
在
は
紙
な

ど
に
穴
を
空

け
背
景
が
見

え
る
切
り
絵

状
の
平
面
を

装
っ
た
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン（
空
間
作

品
）が
殆
ど
で

す
。今

回
の
出

展
作
品
も
そ
う
で
す
が
、
紙
の
無

数
の
穴
に
よ
っ
て
一
つ
の
イ
メ

ー
ジ
（
図
像
）
に
つ
な
げ
る
手
法

は
私
が
北
海
道
に
住
み
始
め
、
２

０
１
０
年
か
ら
行
っ
て
い
る
水

玉
模
様
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
光
の
壁

と
謳
い
、
壁
の
白
さ
を
最
大
限
に

見
せ
る
た
め
、
こ
の
度
は
黒
い
紙

に
穴
を
空
け
て
み
ま
し
た
。
ま

た
、
副
題
の
北
の
肖
像
と
称
し
て

北
海
道
の
動
物
た
ち
を
モ
チ
ー

工学部教授

原
� �

井
�

憲
� �

二
�

（専門：絵画、現代美術）

フ
に
、
光
の
ド
ッ
ト
か
ら
な
る
一

見
ピ
ン
ト
の
ぼ
け
た
肖
像
画
を

演
出
し
て
み
ま
し
た
。
た
だ
、
ピ

ン
ぼ
け
写
真
の
よ
う
な
そ
の
作

品
は
、
照
明
な
ど
周
り
の
環
境
の

せ
い
で
簡
単
に
は
姿
を
現
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。
近
付
い
た
り
離
れ

た
り
、
鑑
賞
者
が
最
適
な
場
所
や

距
離
を
見
つ
け
よ
う
と
試
行
錯

誤
す
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
、
本
当
に
今

更
で
は
あ
り
ま
す
が
地
元
の
優

し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
改
め

て
皆
さ
ま
の
お
陰
だ
と
確
信
し

た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
理
必
修
化
に
向
け
た

G
I
S
教
材
作
成
講
座
開
催

２
０
２
２
年
度
か
ら
地
理
総

合
が
高
校
で
必
修
化
さ
れ
る

こ
と
を
見
据
え
た
「
地
理
必

修
化
に
向
け
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
教
材

作
成
講
座
」が
１
月
11
日
、
本

学
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
北
海
学
園
大
学
、

Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
、
北
海
道
高
等
学
校
地
理

教
育
研
究
会
が
連
携
し
て
企

画
・
実
施
し
た
も
の
で
、高
校

の
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る

Ｇ
Ｉ
Ｓ
教
材
の
作
成
に
関
心

を
持
つ
31
名
が
受
講
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ

え
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
利
用

可
能
な
ArcGIS Online
を

使
い
、
東
京
都
羽
村
市
か
ら

新
宿
区
四
谷
ま
で
続
く
玉
川

上
水
周
辺
の
地
理
的
な
特
性

を
理
解
し
て
い
く
教
材
作
成

に
取
り
組
ん
だ
。

終
了
後
、
受
講
者
か
ら
は

「
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
で
よ
か
っ
た
」「
紙
と
の
併

用
に
よ
っ
て
生
徒
の
思
考
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
。
新

科
目
の
開
設
ま
で
に
こ
の
よ

う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
て
い
く
学
校
体
制
を

し
っ
か
り
作
り
、備
え
た
い
」

「
実
際
に
、生
徒
が
使
え
る
レ

ベ
ル
ま
で
自
分
自
身
も
よ
り

深
く
理
解
し
、
他
と
は
ど
こ

か
違
う
授
業
や
活
動
を
実
践

し
た
い
」
な
ど
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
た
。

本
学
は
今
後
も
北
海
道
内

を
中
心
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
教
育
に
か
か

わ
る
講
座
・
講
習
会
を
企
画
し

て
い
く
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止・対
策
研
修
会

去
る
１
月
17
日
、Ｄ
30
番
教
室

に
お
い
て
、
本
学
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対

策
委
員
会
及
び
基
本
権
委
員
会

主
催
の
研
修
会
を
開
催
し
、
約
90

名
の
教
職
員
が
受
講
し
た
。

講
師
に
九
州
大
学
人
間
環
境

学
研
究
院
人
間
科
学
部
門
学
術

研
究
員
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談講師の佐竹圭介氏の話に聞き入る教職員

室
相
談
員
で
あ
る
佐
竹
圭
介
氏

を
お
招
き
し
、「
大
学
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
予
防
・
対
策
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
い
た
。
佐
竹
氏
は
、
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
等
を
理
由
と
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
き
る
構
造
や
予
防
の
た
め
の

工
夫
・
注
意
点
を
説
明
し
た
。

研
修
会
は
毎
年
行
わ
れ
、
新
任

教
職
員
は
赴
任
の
年
度
に
、
そ
の

他
の
教
職
員
は
平
成
23
年
度
以

降
、
４
年
に
１
回
、
出
席
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

北海学園大学
北海商科大学
北海高校

北海学園札幌高校

「〝
実�

�

の
あ
る
〟
高
大
連
携
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
１
８

年
度
北
海
学
園
４
校
連
携
事
業

が
12
月
15

日
、本
学
３
号

館
第
４
会
議

室
で
実
施
さ
れ
た
。

北
海
高
校
・
山
崎
省
一
校
長

が
「
教
育
機
関
と
し
て
の
北
海
学

園
の
将
来
像
」
と
題
し
た
基
調
講

演
を
行
い
、
続
い
て
高
大
連
携
に

つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
開
催
、
２
グ
ル
ー
プ
が
発
表

し
た
。

北
海
学
園
４
校
連
携
事
業
は
、

各
校
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い

て
知
見
を
持
ち
よ
り
、
見
識
を
深

め
、
互
い
に
情
報
を
共
有
す
る
場

と
し
て
２
０
１
４
年
度
か
ら
継

続
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
外
国

語
教
育
」「
国
際
交
流
」「
高
大
接

続
」「
高
校
教
育
・
大
学
教
育
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
各
校
の
教
職
員

（
延
べ
１
０
０
名
以
上
）
が
参
加

し
、
報
告
や

質
疑
を
通
し

て
人
的
交
流

を
深
め
て
き
た
。

今
年
度
は
今
ま
で
の
積
み
重

ね
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
も
の
と
す
る
た
め
、
講
演
に
課

題
解
決
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

加
え
た
。
今
後
も
、
学
園
全
体
で

「〝
実
の
あ
る
〟
高
大
連
携
」
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

参加の高校教員 実践でイメージ膨らませる
GIS教材の作成に取り組む受講者

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
新
年
交
礼
会
が
１
月
８
日
、

札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
。

今
年
表
彰
さ
れ
た
永
年
勤
続

者
は
次
の
と
お
り
。

■

　

■

　

■

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
山
田
誠
治

（
経
済
）、
大
谷
通
順
（
人
文
）、
菊

地
慶
仁
（
工
）、
元
木
邦
俊
（
工
）、

〔
職
員
〕
楠
智
裕
（
人
文
）

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
上
村
仁
司

（
経
済
）、
鈴
木
修
司
（
経
営
）、
鈴

木
光
（
法
）、
樽
見
弘
紀
（
法
）、

本
田
宏
（
法
）、
追
塩
千
尋
（
人

文
）、
大
石
和
久
（
人
文
）、
魚
住

純
（
工
）、〔
職
員
〕河
口
忠
臣
（
学

生
）、
三
浦
裕
幸
（
キ
ャ
リ
ア
支

援
）、
向
井
晃
平
（
教
務
）、
矢
留

英
寿
（
学
生
）

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
大
貝
健
二

（
経
済
）、
荻
原
克
男
（
経
済
）、
宮

島
良
明
（
経
済
）、
吉
田
充
（
経

営
）、
石
月
真
樹
（
法
）、
大
滝
哲

祐
（
法
）、
福
士
明
（
法
）、
手
塚

薫
（
人
文
）、〔
職
員
〕
青
木
陽
祐

（
工
）、
佐
々
木
郁
実
（
庶
務
）、
島

尻
健
太
郎
（
庶
務
）、
常
塚
玲
花

（
会
計
）、
三
上
祐
一
郎
（
経
済
）

▼
30
年
勤
続〔
教
員
〕菊
池
真
一
、

村
松
祐
二

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕大
友
秀
人
、

〔
職
員
〕
三
戸
義
明
、
村
上
大
輔

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
秋
山
秀
司

▼
20
年
勤
続〔
教
員
〕伊
藤
健
史
、

小
澤
昌
代
、
清
水
覚
大
、
林
香
苗

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕髙
城
杏
子
、

林
雅
洋

▼
40
年
勤
続
〔
教
員
〕
石
田
盛
久

▼
20
年
勤
続
〔
職
員
〕
星
ひ
ろ
み

▼
10
年
勤
続
〔
職
員
〕廣
住
崇
行

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

平成31年永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校 年頭の挨拶を述べる森本正夫理事長

永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

永
年
勤
続
・
北
海
商
科
大
学

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

2018年度
北 海 学 園
4校連携事業“

実�
�

の
あ
る
”高
大
連
携
へ

英
語
教
育
が
目
指
す
も
の

経済学部教授

三
�

浦
��

京
���

子
�

い
か
な
る
言
語
も
背
景
と
な
る
国
の
文
化

を
現
代
に
伝
え
る
象
徴
で
あ
る
と
私
は
考
え

ま
す
。例
え
ば
英
語
の
drill。ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
の
叔
父
ダ
ー
ズ
リ
ー
氏
が
営
む
会
社
の

主
力
製
品
で
あ
る
と
作
品
に
書
か
れ
て
い
る

事
実
か
ら
、
ダ
ー
ズ
リ
ー
氏
は
科
学
的
現
代
文

明
の
発
展
に
貢
献
す
る
合
理
主
義
者
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
物
語
の
舞
台
は
産

業
革
命
の
推
進
役
を
担
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
す

か
ら
、
彼
が
自
ら
を
norm
alと
称
す
よ
う

に
、
平
凡
な
が
ら
も
理
想
的
な
イ
ギ
リ
ス
人
気

質
に
適
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ハ
リ
ー
が
魔

法
学
校
に
入
学
す
る
の
は
、
人
工
照
明
が
輝
く

文
明
か
ら
逸
脱
し
光
な
き
原
初
の
自
然
界
を

目
指
し
て
歴
史
を
遡
及
す
る
異
端
的
な
試
み

で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
言
葉
に
は
象
徴
的
な
意
味
が
潜
ん
で
い

ま
す
。
発
見
す
る
楽
し
み
を
学
生
も
共
感
す
る

よ
う
、
英
語
教
員
と
し
て
願
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部

本
学
に
思
い
を
は
せ
て

工学部教授

上
��

浦
��

正
��

樹
�

平
成
最
後
の
年
に
私
は
22
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
本
学
を
退
職
し
ま
す
。
こ
の
間
に
毎
年

新
し
い
学
生
が
入
学
し
、
立
派
に
な
っ
て
卒
業

し
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま
で
入
学
か
ら
卒
業
、

そ
し
て
就
職
と
、
１
人
前
の
技
術
者
に
成
長
し

て
い
く
姿
を
数
多
く
み
て
き
ま
し
た
。
長
い
間

大
学
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
お
蔭
で
色
々
な

学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
見
聞
き
し
、
各
人

が
飛
躍
し
て
い
く
生
き
方
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
学
内
の
学

生
一
人
一
人
に
将
来
の
姿
を
想
像
す
る
楽
し

み
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
楽
し

み
は
い
つ
ま
で
で
も
私
の
記
憶
に
残
る
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
私
の
貴
重
な
財
産
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
ご
指
導
頂
い

た
皆
様
、
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
学
生
諸
君

に
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
東
京
工
業
大
学
工
学
部
土

木
工
学
科
卒
業（
工
学
士
）、昭
和
51
年
同
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
土
木
専
攻
修
士
課
程
修

了
（
工
学
修
士
）、
平
成
８
年
博
士
（
工
学
）（
長

岡
技
術
科
学
大
学
）、昭
和
51
年
国
鉄（
福
山
保

線
区
長
、
静
岡
鉄
道
管
理
局
施
設
部
総
務
課

長
）、
昭
和
60
年
国
鉄
水
戸
鉄
道
管
理
局
施
設

部
保
線
課
長
、昭
和
61
年
Ｊ
Ｒ
貨
物
技
術
部
副

長
、
平
成
４
年
Ｊ
Ｒ
貨
物
保
全
室
長
、
平
成
８

年
Ｊ
Ｒ
Ｆ
ホ
テ
ル
取
締
役
業
務
部
長
、
平
成
９

年
本
学
工
学
部
教
授（
測
量
学
な
ど
担
当
）、大

学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、平
成
14
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
地
盤
力
学
特
別
講

義
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
工
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
鉄
道
貨
物
ヤ
ー

ド
舗
装
の
破
壊
確
率
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」、「
鉄
道
貨
物
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
維
持
管
理
指
標
に
関
す
る
研
究
」

英
文
学
科
卒
業（
文
学
士
）、昭
和
53
年
早
稲
田

大
学
教
育
学
部
英
語
英
文
学
専
攻
科
卒
業
、
昭

和
58
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英

文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了（
文
学
修
士
）、平
成

２
年
筑
波
大
学
大
学
院
文
芸
言
語
研
究
科
文

学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

【
職
歴
】昭
和
49
年
旅
行
開
発
株
式
会
社
、平
成

２
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
５
年
助
教
授
、

平
成
13
年
経
済
学
部
教
授
（
現
代
文
化
論
、
外

国
文
学
、
英
語
な
ど
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「『
指
ぬ
き
』：
記

さ
れ
た
言
葉
」、
 「『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢

者
の
石
』
｜
私
は
誰
？
 錬
金
術
的
解
釈
」、
翻

訳
：「
春
の
陰
影
　
D.H.ロ
レ
ン
ス
」

学
生
達
の
活
躍
に
期
待

経済学部教授

野
�

崎
��

久
��

和
��

私
は
、28
年
間
の
商
社
勤
務
の
後
、２
０
０
３

年
に
本
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
以
来
16
年
間
が

経
過
し
ま
し
た
が
、そ
の
間
、私
が
担
当
す
る「
国

際
事
情
」の
講
義
に
は
１
万
人
以
上
の
学
生
が
履

修
し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
学
生
に
現
代

の
国
際
通
貨
・
貿
易
の
問
題
を
身
近
に
考
え
て

も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。学
部
ゼ
ミ
や

大
学
院
で
は
、
学
生
が
「
自
分
の
頭
で
考
え
、
自

分
の
言
葉
で
話
し
、
積
極
的
に
議
論
す
る
」
こ
と

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
指
導
に
応
え

て
く
れ
た
学
生
が
、社
会
に
出
て
活
躍
し
て
い
る

の
を
見
聞
す
る
に
つ
け
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
無
事
に
つ
と
め
て
こ
れ
た
の
は
、ひ
と

え
に
教
職
員
の
皆
様
方
、学
生
達
の
ご
支
援
・
ご

協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
北

海
学
園
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
50
年
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
（
法

学
士
）、
昭
和
54
年
英
国
ワ
ー
リ
ッ
ク
大
学
大
学

院
国
際
学
修
士
課
程
修
了
（
M
.A.）、
昭
和
55
年

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
大
学
院
国
際
関
係
学

修
士
課
程
修
了
（
M
.Phil.）、
昭
和
50
年
丸
紅
株

式
会
社
、平
成
15
年
本
学
経
済
学
部
助
教
授
、平

成
17
年
教
授
（
国
際
事
情
な
ど
担
当
）、
大
学
院

経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
23
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
国
際
関
係
論
特
殊
研
究

な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
】単
著
：『
通
貨
・
貿
易
の
問
題
を
考

え
る
｜
現
代
国
際
経
済
体
制
入
門
｜
』、『
国
際

経
済
シ
ス
テ
ム
読
本
｜
国
際
通
貨
・
貿
易
の
今

を
考
え
る
』、『
ブ
ッ
シ
ュ
の
イ
ラ
ク
戦
争
と
は
何

だ
っ
た
の
か
｜
大
義
も
正
当
性
も
な
い
戦
争
の

背
景
と
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
｜
』

Ｏ
君
ノ
ー
ト
の
思
い
出 経済学部教授

小
�

坂
��

直
��

人
�

か
つ
て
、
あ
る
卒
業
生
が
私
の
講
義
内
容
を

「
産
業
総
論
＝
Ｊ
Ｉ
Ｔ
＝
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
」と
記

憶
し
て
い
る
、と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

最
近
で
は
、こ
れ
に「
イ
ン
フ
ラ
＝
公
共
性
」が
加

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
教
員
の
意
図
と
学
生

の
受
容
は
同
じ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ふ
と
し

た
き
っ
か
け
で
、
教
員
の
発
し
た
一
言
が
卒
業
生

の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
教
員

に
と
っ
て
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
講
義

内
容
を
学
生
に
ど
こ
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
か
が
一

番
気
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
１
９
８
６
年

度
の
講
義
を
ま
と
め
た
80
ペ
ー
ジ
程
の
Ｏ
君
の

受
講
ノ
ー
ト
（
写
し
）
が
今
も
私
の
手
も
と
に
あ

る
。板
書
は
も
ち
ろ
ん
、細
か
な
発
語
ま
で
記
録
さ

れ
た
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
の
後
   30
年
余
り
の
講
義

の
指
針
と
な
っ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。講
義
は
、教
員

の
事
前
準
備
と
学
生
か
ら
の
質
問
な
ど「
双
方
向
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
現
代
の
常

識
で
あ
る
が
、
講
義
ノ
ー
ト
作
成
自
体
が
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
多
少
は
反
映
し
て
い
た
と
言
え
る
。
と

も
あ
れ
、思
い
ば
か
り
が
先
行
す
る
、つ
た
な
い
講

義
に
36
年
間
も
付
き
合
っ
て
く
れ
た
学
生
の
み

な
さ
ん
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
経
済
学
部
卒
業

（
経
済
学
士
）、
昭
和
53
年
東
北
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
経
済

学
修
士
）、
昭
和
56
年
同
大
学
院
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
同
年
   東
北
大
学
経
済
学
部
助

手
、昭
和
58
年
本
学
経
済
学
部
講
師
、昭
和
59
年

助
教
授
、
平
成
３
年
教
授
（
産
業
総
論
な
ど
担

当
）、大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、平

成
７
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
経
済
政
策
総

論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
14
年
経
済
学
部

長
、平
成
18
年
経
済
学
研
究
科
長
、平
成
24
年
開

発
研
究
所
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
経
済
学
に
と
っ
て

公
共
性
と
は
な
に
か
』、
論
文
：「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
シ
ス
テ
ム
の
諸
問
題
｜
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

を
中
心
に
｜
」、「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
症
か

ら
の
脱
却
」     

「
基
礎
知
識
」（
＝
教
養
）を
大
切
に

法学部教授

中
��

村
��

寿
��

司
�

テ
ィ
ウ
ス
（
前
１
９
５
～
１
５
９
）
の
せ
り
ふ

で
す
。
学
問
研
究
に
つ
い
て
語
る
際
、
よ
く
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
ば
で
す
。
大
学
で

は
、「
○
○
主
義
」、「
○
○
論
」
と
い
っ
た
最
新

の
知
識
に
触
れ
る
一
方
で
、
生
涯
を
通
し
て
自

分
自
身
の
支
え
と
な
る
「
基
礎
知
識
」（
＝
教

養
）
の
習
得
に
も
努
め
て
く
だ
さ
い
。
歴
代
の

日
本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
こ
ぞ
っ
て
訴

え
て
い
る
よ
う
に「
今
、日
本
の
基
礎
研
究（
＝

学
問
）は
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
」。自
由
時
間

に
恵
ま
れ
た
学
生
時
代
、
急
い
で
結
果
を
求
め

ず
、
い
ろ
い
ろ
考
え
、
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

【
略
歴
】
昭
和
48
年
天
理
大
学
外
国
語
学
部
フ

ラ
ン
ス
学
科
卒
業（
文
学
士
）、昭
和
50
年
南
山

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
文
学
専
攻
修
士

課
程
修
了（
文
学
修
士
）、昭
和
53
年
同
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
仏
文
学
専
攻
博
士
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
、昭
和
57
年
京
都
外
国
語
大

学
非
常
勤
講
師
、昭
和
60
年
名
城
大
学
非
常
勤

講
師
、
平
成
５
年
本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成

10
年
共
通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、平
成

13
年
法
学
部
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
語
、
法
学
部
外

国
書
講
読
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
文
法
練
習
帳
』、

共
著
：『
言
語
と
文
化
』、
論
文
：「
ア
レ
ゴ
リ

ー（
Ｖ
）「
現
代
に
生
き
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
：
国
際

司
法
裁
判
所
」」

学
歌
に
馴
染
ん
だ
頃 法学部教授

新
��

山
��

一
��

範
��

こ
の
３
月
末
で
北
海
学
園
大
学
に
37
年
10

ヶ
月
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

入
学
式
に
は
あ
ま
り
出
席
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
卒
業
式
に
は
ほ
ぼ
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
体
育
館
で
の
卒
業
式
も
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
当
初
、
卒
業
式
で
の
学
歌
斉
唱
に

違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に

か
、
卒
業
生
と
同
様
に
自
分
の
校
歌
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
が
、
私
が
北
海
学
園

大
学
の
職
員
に
な
っ
た
と
言
え
る
頃
な
の
で

し
ょ
う
。
今
、
退
職
に
あ
た
っ
て
、
既
に
退
職

さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
顔
が
浮
か
び
ま
す
。
な

ぜ
か
、
事
務
職
員
の
方
々
の
顔
が
多
く
浮
か
び

ま
す
。
法
学
部
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
務
部
長

や
他
学
部
の
事
務
長
を
さ
れ
た
方
々
も
で
す
。

多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
た
37
年
だ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
北
海
道
大
学
法
学
部
法
律

学
科
卒
業（
法
学
士
）、昭
和
51
年
同
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
民
事
法
専
攻
修
士
課
程
修
了

（
法
学
修
士
）、昭
和
54
年
同
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

同
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
、昭
和
56
年
本

学
講
師
、
昭
和
58
年
助
教
授
、
平
成
２
年
教
授

（
商
法
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当（
商
取
引
法
特
論
な
ど
担
当
）、平
成

10
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
、
平
成
17
年
法

学
部
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
：『
保
険
法
学
の
諸

問
題
』、『
新
損
害
保
険
双
書
３
』、『
有
因
証
券

法
の
研
究
』

退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

"Hom
o sum
 : hum
ani nil a m
e

alienum
 puto."

「
私
は
人
間
で
あ
る
。
人
間
に
関
わ
る
こ
と
な

ら
何
で
も
自
分
に
無
縁
で
あ
る
と
は
思
わ
な

い
」右

の
文
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
劇
作
家
テ
レ
ン

研
究
室
で
顧
み
て

法学部教授

菊
��

地
�

久
���

歴
史
絡
み
の
仕
事
柄
、
記
録
や
資
料
は
や
た

ら
に
た
め
込
み
ま
す
。
退
職
だ
か
ら
と
い
っ
て

簡
単
に
は
捨
て
ら
れ
ず
、
ズ
ル
ズ
ル
と
先
延
ば

し
で
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
後
が
な
く
な
っ

て
エ
イ
ヤ
と
始
め
る
と
意
外
や
意
外
、
次
第
に

快
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何

故
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内

に
、
こ
れ
で
「
元
の
書
生
に
立
ち
戻
る
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
何
と
な
く
心
楽
し
い
訳
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
退
職
は
私
に

と
っ
て
余
生
で
は
な
く
、
も
は
や
先
を
思
い
煩

う
こ
と
な
く
空
想
と
修
行
の
時
代
に
か
え
る

こ
と
の
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
訳
で
足
取
り
は
軽
い
の
で
す
が
、
廃

棄
は
選
別
し
な
が
ら
で
す
の
で
時
々
は
手
が

と
ま
り
ま
す
。
感
慨
深
く
思
い
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
と
り
わ
け
赴
任
し
た
て
の
頃
に
「
民

間
私
立
」
の
「
実
事
」
を
経
験
し
た
こ
と
は
妙

に
リ
ア
ル
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
貴
重
で
多
く

を
語
り
た
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
そ
ん
な
機
会

が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
改
め
て
感
謝
の
言
葉
を
そ
え
て
研
究

室
か
ら
ご
挨
拶
の
次
第
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
47
年
北
海
道
大
学
法
学
部
法
律

学
科
卒
業
、昭
和
52
年
同
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
公
法
専
攻
博
士
課
程
修
了
（
法
学
博
士
）、

同
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
、昭
和
56
年
北

海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
助
手
、
平
成
４
年
同

講
師
を
へ
て
助
教
授
、
平
成
７
年
本
学
法
学
部

教
授（
日
本
政
治
史
等
担
当
）、大
学
院
法
学
研

究
科
修
士
課
程
教
授
、平
成
12
年
法
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
教
授
、
平
成
15
年
以
降
大

学
院
政
治
学
研
究
科
設
立
に
よ
り
順
次
同
修

士
課
程
・
博
士
（
後
期
）
課
程
教
授
、
平
成
20

年
学
生
部
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
井
伊
直
弼
試
論

｜
幕
末
政
争
の
一
断
面
｜
」、「
同
時
代
と
維
新

史
研
究
」、「
維
新
の
変
革
と
幕
末
の
系
譜（
１
）

─（
７
）」

▽
大
学
院
事
務
部
長
（
兼
）

学
長
秘
書
業
務
総
括
担
当

鈴�
�

木�

寿�
�

雄�

【
略
歴
】
昭
和
57
年
国
士
舘
大
学
体

育
学
部
体
育
学
科
卒
業
、
昭
和
57
年

北
海
学
園
事
務
局
管
財
部
施
設
課

書
記
、
昭
和
58
年
本
学
教
養
部
書

記
、
平
成
４
年
同
主
任
、
平
成
10
年

共
通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
、

平
成
12
年
経
済
学
部
主
任
、平
成
15

年
経
営
学
部
係
長
、
平
成
21
年
法
学

部
事
務
長
、
平
成
23
年
教
務
セ
ン
タ

ー
事
務
長
、
平
成
25
年
事
務
部
庶
務

課
長
、
平
成
29
年
大
学
院
事
務
部
長

（
兼
）
学
長
秘
書
業
務
総
括
担
当

▽
入
試
部
入
試
課
長
 

西�
�

村�
�

元
�
�
�

【
略
歴
】
昭
和
55
年
本
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
業
、
昭
和
55
年
北
海
学
園

事
務
局
書
記
、
昭
和
55
年
本
学
入
試

事
務
局
書
記
、
平
成
４
年
同
主
任
、

平
成
11
年
入
試
部
入
試
課
主
任
、
平

成
13
年
工
学
部
主
任
、平
成
14
年
図

書
館
係
長
、
平
成
21
年
同
事
務
長
、

平
成
25
年
入
試
部
入
試
課
長

▽
事
務
部
庶
務
課
主
任
 

亀�
�

谷�

聡
�
�
�

【
略
歴
】
昭
和
54
年
本
学
経
済
学
部

経
済
学
科
卒
業
、
昭
和
55
年
北
海
学

園
事
務
局
管
財
部
施
設
課
書
記
、
昭

和
55
年
本
学
教
養
部
書
記
、
平
成
４

年
同
主
任
、
平
成
10
年
経
済
学
部
主

任
、
平
成
15
年
人
文
学
部
主
任
、
平

成
19
年
事
務
部
庶
務
課
主
任
、
平
成

22
年
４
月
図
書
館
主
任
、平
成
22
年

５
月
事
務
部
庶
務
課
主
任

退
職
職
員
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私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ア
メ
リ

カ
黒
人
が
何
か
ら
の
・
ど
の
よ

う
な
解
放
を
目
指
し

て
き
た
の
か
を
批
判

的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
す
。
と
り
わ

け
、
政
治
的
権
利
の
平
等
を
求
め

る
黒
人
知
識
人
が
、
社
会
経
済
的

に
は
自
己
責
任
論
に
与
し
て
し

ま
う
「
ね
じ
れ
」
と
、
そ
れ
を
ほ

ど
い
て
公
正
な
社
会
へ
の
新
た

な
道
を
探
ろ
う
と
苦
悶
す
る
黒

人
の
軌
跡
を
追
い
、
そ
の
錯
綜
の

中
に
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
八
年
度
に
学
術
研
究

助
成
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、

長
年
研
究
対
象
に
し
て
き
た
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン

の
黒
人
社
会
の
二
〇
世
紀
前
半

の
動
向
を
、
黒
人
新
聞
の
紙
面
を

分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

は
、
人
文
学
部
の
紀
要
『
人
文
論

集
』
の
第
六
四
号
（
二
〇
一
八
年

三
月
）
に
「『
こ
の
街
に
は
人
種
隔

離
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
』
―
二
〇
世

紀
前
半
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る

黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
と

反
差
別
論
の
混
迷
」
と
し
て
発
表

し
ま
し
た
が
、
新
た
に
発
見
・
確

認
で
き
た
こ
と
は
（
論
文
で
は
十

分
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
含
め
）
三
点
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
北
東
部
の
リ
ベ
ラ

ル
な
街
ボ
ス
ト
ン
に
も
根
強
い

差
別
が
あ
っ
た
こ
と
。
二
つ
目

は
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
系

住
民
の
態
度
が
決
し
て
一
枚
岩

で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
三
つ
目

は
、
黒
人
の
中
で
も
特
に
「
エ
リ

ー
ト
」
層
の
自
己
責
任
論
が
不
正

と
の
闘
い
を
阻
害
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
こ

の
分
野
に
お
け
る
一
般
的
な
見

解
と
は
対
立
し
ま
す
。
通
説
が
教

え
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
歴
史
像

で
す
。
ボ
ス
ト
ン
に
は
人
種
に
よ

る
別
扱
い
は
（
ほ
と
ん
ど
）
な
か

っ
た
、
な
ぜ
な
ら
一
九
世
紀
半
ば

北海学園学術研究助成事業報告 ⑧

アメリカ黒人はどのような
「解放」を夢見てきたのか

研究
課題

人文学部教授 大森
� � � �

一輝
� � � �

一
九
六
三
年
北
海
道
釧
路
市
に
生
ま
れ
る
。
小
樽
潮
陵
高
校
、
一
橋
大
学

社
会
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
同
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
大
学
院
歴
史
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
（
Ph.D.）。
都
留
文
科
大
学
文
学
部
講
師
・
助
教
授
、
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
、
都
留
文
科
大
学
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
四

年
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
。
本
年
四
月
よ
り
人
文
学
部
長
。
専
門

は
ア
メ
リ
カ
史
・
人
種
関
係
論
。
主
な
著
書
・
訳
書
に『
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
と
い
う
困
難
』（
単
著
）、『
ダ
ド
リ
ー
通
り
』（
共
訳
）、『
た
だ

の
黒
人
で
あ
る
こ
と
の
重
み
―
ニ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
詩
集
』
な
ど
。

２
０
１
８
年
８
月
上
旬
か
ら

９
月
下
旬
ま
で
の
約
２
か
月
間
、

ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
市

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
イ

ー
ン
市
に
お
い
て
在
外
研

修
を
行
い
、
第
２
言
語（
英

語
）運
用
能
力
が
第
３
言
語

（
ド
イ
ツ
語
）
習
得
プ
ロ
セ

ス
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
の
考
察
を
研
修
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
。

ド
レ
ス
デ
ン
市
で
は
ゲ

ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ

ー
ト（
世
界
的
に
定
評
の
あ

る
ド
イ
ツ
語
教
育
機
関
）の

初
級
ド
イ
ツ
語
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
が
、授
業
は
ド

イ
ツ
語
表
現
・
文
法
・
語

彙
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的

に
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
る

た
め
苦
労
す
る
展
開
と
な

り
ま
し
た
。し
か
し
何
と
か

お
店
で
買
い
物
が
で
き
る
、

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
が
買
え

る
、
道
順
を
尋
ね
ら
れ
る
な
ど
、

か
ら
、
第
３
言
語
習
得
に
対
し
て

第
２
言
語
運
用
能
力
は
プ
ラ
ス

の
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
語
は
英
語

と
兄
弟
言
語
で
は
あ
っ
て
も
文

法
や
語
彙
の
面
で
違
い
が
大
き

い
の
で
、
英
語
知
識
を
絶
対
的
な

参
照
枠
に
し
な
い
で
適
宜
活
用

す
る
と
い
う
姿
勢
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
専
門
領
域
の

第
２
言
語
読
解
と
隣
接
す
る
（
が

異
な
る
）
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
の
研
究
に
役
立
つ
示
唆

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
的

な
面
で
は
初
学
者
の
苦
労
を
実

体
験
で
き
た
の
で
、
英
語
が
苦
手

な
学
生
諸
君
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
字
数
の
関
係
か
ら
ド
イ

ツ
語
圏
の
文
化
や
生
活
に
つ
い

て
は
割
愛
し
ま
し
た
が
、
追
々
授

業
の
中
で
紹
介
し
ま
す
。

以
降
、
黒
人
た
ち
自
身
の
努
力
に

よ
っ
て
差
別
を
禁
止
す
る
州
法

が
制
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
。
仮
に

人
種
主
義
が
残
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
ア
フ
リ
カ
系
の
人
々
は
一

丸
と
な
っ
て
そ
れ
に
立
ち
向
か

い
、
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い
っ

た
。
そ
れ
を
主
導
し
た
の
が
黒
人

知
識
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
ボ
ス
ト
ン
に
も
、
陰

湿
な
嫌
が
ら
せ
や
あ
か
ら
さ
ま

な
差
別
や
警
察
暴
力
が
山
の
よ

う
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
対
抗
し
よ
う
に
も
、
黒
人
指

導
者
た
ち
は
ま
と
ま
り
を
欠
い

て
い
た
ど
こ
ろ
か
時
に
は
敵
対

し
、し
か
も
、彼
ら
の
主
張
は
、人

種
な
ど
無
視
す
べ
き
だ
と
か
、
人

種
よ
り
階
級
が
本
当
の
問
題
だ

と
か
、
あ
ま
り
に
も
頭
で
っ
か
ち

で
、「
貧
し
く
、
か
つ
黒
人
」
と
し

て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ドイツ・ドレスデン市、オーストリア・ウィーン市

経済学部教授 松本
� � � �

広幸
� � � �

半
歩
踏
み
出
せ
た
こ
と
に
は
満

足
し
て
い
ま
す
。

ド
レ
ス
デ
ン
市
で
の
研
修

後
、チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
市
、ス

ロ
バ
キ
ア
・
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ

市
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ

ス
ト
市
を
経
由
し
て
、
ウ
イ

ー
ン
大
学
図
書
館
に
お
い
て

主
に
多
言
語
習
得
に
関
す
る

文
献
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

ウ
イ
ー
ン
大
学
は
ド
イ
ツ

語
圏
最
古
か
つ
最
大
の
高
等

教
育
機
関
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を
多
数
輩
出
す

る
な
ど
欧
州
を
代
表
す
る
大

学
の
一
つ
で
す
。
図
書
館
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
膨
大
な

蔵
書
を
誇
り
ま
す
が
、
電
子

論
文
検
索
が
充
実
し
て
い
て

必
要
論
文
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
だ
け
で
は
な
く
論
文
本
体

も
即
座
に
入
手
で
き
る
こ
と

に
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
に
関
し
て
体
験

的
ド
イ
ツ
語
学
習
と
先
行
研
究

歴史と伝統を感じさせるウィーン大学図書館の自習スペースドレスデン市の象徴、三位一体大聖堂
（Kathedrale St. Trinitatis）

第３言語としてのドイツ語習得をテーマに

12
月
７
日
、Ｃ
31
番
教
室
に
お

い
て
、
開
発
研
究
所
主
催
の
特
別

講
演
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
た
。講
師
に
NR AM
ER-

ICA
設
立
本
部
長
・
内
海
昭
徳

氏
を
お
招
き
し
、「
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
最
先
端
動
向
か
ら

考
え
る
、人
生
１
０
０
年
時
代

の
生
き
方
〜
Ａ
Ｉ
時
代
の
個

人
・
組
織
・
社
会
の
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
〜
」と

題
し
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

内
海
氏
は
、
ハ
イ
テ
ク
時

代
、デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て

人
間
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、ア

メ
リ
カ
で
２
０
０
９
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
科
学
と
精

神
性
の
融
合
を
テ
ー
マ
と
し

た
世
界
最
大
規
模
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
を
紹
介
。「
人
生
１
０

０
年
を
ど
う
生
き
る
か
は
、
自
分

の
心
を
深
く
見
つ
め
る
習
慣
、

（
知
識
や
多
様
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
）
形
の
な
い
無
形

資
産
を
開
発
す
る
習
慣
を
持

っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
決

定
的
に
違
う
」
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
情
報
が

あ
ふ
れ
、
生
き
方
の
多
様
化

が
進
む
。「
か
つ
て
の
、
学
び
、

働
き
、
引
退
と
い
う
日
本
の

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
生
き
方

は
通
用
し
な
い
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
学
び
続
け
、
知
的

好
奇
心
と
自
己
成
長
を
感
じ

ら
れ
る
心
の
あ
り
方
が
大

事
」
と
話
し
、
人
生
１
０
０
年
を

生
き
る
た
め
の
「
自
己
資
産
」
形

成
の
た
め
に
「
い
ま
す
ぐ
行
動

を
」
と
呼
び
か
け
た
。

開
発
研
究
所

特
別
講
演
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

人生100年時代の生き方

な
い
人
々
の
現
実
を
理
解
（
し
よ

う
と
）
し
て
い
る
と
は
思
え
な
か

っ
た
。
実
際
、「
成
功
」
し
た
黒
人

は
、
自
分
た
ち
「
上
流
階
級
」
の

内
部
で
の
社
交
を
重
視
し
、
貧
困

を
軽
視
し
て
い
た
の
で
す
。
事
態

を
打
開
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
イ

ン
テ
リ
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
劣
悪
さ
に
心
を

痛
め
て
い
た
普
通
の
親
た
ち
で

し
た
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
反
発
を

呼
び
ま
す
。
私
は
、

ア
メ
リ
カ
人
の
研

究
者
に「
お
前
に
黒

人
知
識
人
を
批
判

す
る
権
利
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

極
度
に
差
別
さ
れ
て
い
た
（
今
も

さ
れ
て
い
る
）
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

す
ら
自
己
責
任
論
に
囚
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
続
け
、
そ

の
原
因
と
助
け
合
い
の
社
会
に

つ
な
が
る
別
の
道
の
可
能
性
を

歴
史
か
ら
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

人
種
差
別
の
な
い
社
会
に
つ
い
て
の
様
々
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

本
書
を
上
梓
し
た
の
は
、
中

国
人
観
光
客
に
よ
る
「
爆
買
い
」

が
流
行
語
大
賞
と
な
っ
た
２
０

１
５
年
の
こ
と
で
し
た
。
２
０

１
２
年
に
興
行
収
入
で
日
本
を

抜
き
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界

第
２
の
映
画
大
国
と
な
っ
た
中

国
。
そ
の
映
像
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

状
を
紹
介
し
、
今
後
の
日
本
映

画
の
中
国
市
場
参
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で

す
。第

一
章
で
は
、
外
国
映
画
輸

入
枠
拡
大
の
歴
史
を
概
観
。
特

に
20
世
紀
末
の
「
ビ
デ
オ
Ｃ
Ｄ
」

の
登
場
と
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
作

の
上
陸
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
、
庶
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
注
目
し
て
い
ま

す
。第

二
章
で
は
、
巨
大
市
場
を

狙
っ
て
攻
勢
を
か
け
る
近
年
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
現
状
を
分

析
。

第
三
章
で
は
、
中
国
で
の
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
人
気
と
そ
の
受
容

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
い

さ
さ
か
唐
突
に
思
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
２
０
１
５
年
以

前
の
中
国
に
お
け
る
興
行
収
入

歴
代
１
位
の
日
本
映
画
は
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
作
品
で
あ
り
、
そ
の

人
気
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
今

後
日
本
映
画
が
中
国
で
躍
進
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
ろ
う
と

い
う
試
み
で
す
。

第
四
章
で
は
、
中
国
で
人
気

の
高
い
Ｓ
Ｆ
映
画
に
注
目
。
中

国
産
Ｓ
Ｆ
・
特
撮
作
品
を
取
り

上
げ
、
最
終
章
で
は
、
中
国
に
も

フ
ァ
ン
の
多
い
日
本
ア
ニ
メ
・
特

撮
作
品
の
持
つ
潜
在
能
力
の
高

さ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
よ
う

な
体
裁
で
す
が
、
中
国
の
映
画

事
情
を
文
化
的
な
側
面
か
ら
も

読
み
解
こ
う
と
し
た
も
の
で

す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
、
異

文
化
と
の
接
触
機
会
が
増
え
て

い
る
昨
今
。
互
い
の
映
画
の
鑑

賞
機
会
も
日
中
双
方
で
も
っ
と

増
え
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
相
手

へ
の
関
心
を
抱
き
、
好
奇
心
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

も
、
本
書
執
筆
の
動
機
の
ひ
と

つ
で
し
た
。

本
書
刊
行
後
の
約
４
年
間
に

も
、
様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
に
は
多
く
の

日
本
ア
ニ
メ
映
画
が
中
国
で
公

開
さ
れ
、
特
に『
君
の
名
は
。』は

現
地
で
日
本
映
画
歴
代
１
位
の

興
行
収
入
記
録
を
更
新
。
翌
２

０
１
７
年
以
降
は
、
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
日
本
映
画
が
流
れ
込

み
、
２
０
１
８
年
に
は
日
中
映

画
共
同
製
作
協
定
も
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
政
治
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
今
後
し
ば
ら
く
は
、
両

国
の
映
画
交
流
が
増
え
て
い
く

で
し
ょ
う
。

『映画秘宝COLLECTION

映画は中国を目指す
─中国映像ビジネス最前線─』

洋泉社、2015年

を

中根 研一
法学部教授

なか  ね      けん  いち

自著自著自著自著
語る語る語る 16

映
画
大
国
化
す
る
中
国
の
今

開
発
研
究
所
主
催
、国
際
開
発
シ

リ
ー
ズ
第
一
弾
「
ア
ジ
ア
経
済
論

４
・
０
─
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
工

業
化
論
か
ら
デ
ジ
タ
ル

経
済
論
へ
─
」と
題
し
た

講
演
会
が
１
月
25
日
、

Ｄ
31
番
教
室
で
行
わ
れ

た
。講
師
は
学
習
院
大
学

国
際
社
会
科
学
部
・
末

廣
昭
教
授
。

40
年
以
上
ア
ジ
ア
経

済
を
研
究
さ
れ
て
い
る

末
廣
教
授
は
、タ
イ
を
中

心
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
現

地
調
査
と
綿
密
な
デ
ー

タ
分
析
か
ら
１
９
９
０

年
代
ま
で
の
ア
ジ
ア
経
済
の
成
長

い
う
。Ｉ
Ｔ
技
術
が
進
ん
で
技
術
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
わ
り
、後
発
国
が

先
発
国
を
超
え
る
可
能
性
が
出
て

き
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
人
口
大
国
の

中
国
や
イ
ン
ド
の
台
頭
、グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
経
済
の
自
由
化
、
Ｉ
Ｔ
技
術

の
革
新
が
進
む
中
で
末
廣
教
授
は
、

「
新
興
ア
ジ
ア
経
済
を
『
生
産
す
る

ア
ジ
ア
』『
消
費
す
る
ア
ジ
ア
』『
老

い
て
ゆ
く
ア
ジ
ア
』『
疲
弊
す
る
ア

ジ
ア
』の
４
つ
を
立
体
的
に
と
ら
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

今
後
の
経
済
産
業
分
野
で
注
目

す
べ
き
先
端
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
と
し

て
人
工
知
能
や
次
世
代
モ
ビ
リ
テ

ィ
な
ど
を
挙
げ
、も
の
づ
く
り
の
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
工
業
化
か
ら
、消

費
者
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
製
造
を

決
め
る
「
消
費
者
の
時
代
」
へ
の
変

遷
を
説
明
。特
に
中
国
の
躍
進
に
注

視
し
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
必
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、国
家
が
ま
す

ま
す
介
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
リ
ス
ク
は
大
き
い
」と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

を
と
ら
え
た

「
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
型
工
業
化
論
」
を
解
説
し
た
。

こ
れ
は
、後
発
工
業
国
が
と
る
工
業

化
の
パ
タ
ー
ン
の
理
論
で
、大
き
な

特
徴
の
一
つ
は
、
先
進
工

業
国
か
ら
技
術
を
輸
入

し
、
改
善
・
改
良
し
て
利

用
す
る
と
い
う
優
位
性
。

も
う
一
つ
は
、
工
業
製
品

の
輸
入
か
ら
国
内
生
産
に

切
り
替
え
、
そ
の
後
、
輸

出
、
さ
ら
に
再
輸
入
と
い

う
サ
イ
ク
ル
。
こ
の
サ
イ

ク
ル
で
製
品
が
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
さ
れ
、
産
業
構
造

も
大
き
く
高
度
化
し
た

が
、
国
内
生
産
に
は
原
材

料
等
を
輸
入
し
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
か
ら
、後
発
国
で
は
貿
易
促
進

と
国
内
産
業
育
成
の
両
政
策
が
重

要
と
な
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
以
降
に
な
る
と
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
工
業
化
論
の

想
定
外
の
現
象
が
現
れ
て
き
た
と

学習院大学国際社会
科学部・末廣昭教授

開
発
研
究
所
国
際
開
発
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
講
演
会

アジア経済論４.０
キャッチアップ型工業化論から

デジタル経済論へ

NR AMERICA設立本部長
内海昭徳氏
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先
で
観
光
客
の
免
税
対
応
を
し
た

り
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
大
変
た
め
に
な

っ
た
」、「
将
来
の
進
路
と
し
て
国
税

専
門
官
も
格
好
い
い
な
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
同
日
、
Ⅱ
部
法
学
部
行
政
法

Ⅰ
の
授
業
で
は
、
札
幌
国
税
局
総
務

部
国
税
広
報
広
聴
室
長
で
あ
り
法

学
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
梅
田
龍
一
先

生
を
お
迎
え
し
、「
財
務
・
税
制
の

現
状
と
国
税
庁
の
取
組
」
と
題
す
る

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
梅
田
先
生
に

は
、
日
本
社
会
の
借
金
時
計
と
財
政

破
綻
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
、
軽
減

税
率
、
確
定
申
告
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
い
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
財
政

破
綻
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
・
消
費

税
・
法
人
税
の
い
ず
れ
の
税
率
を

上
げ
る
べ
き
か
学
生
一
人
一
人
の

意
見
を
尋
ね
、
熱
心
な
討
論
も
行
わ

れ
た
。
学
生
か
ら
は
、「
小
中
高
と
税

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
非
常
に
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
」、「
こ
う
し
た
講
演
会
は
授
業
単

位
で
は
な
く
学
校
単
位
で
行
う
べ

き
だ
」、「
外
国
の
税
制
も
知
り
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
法
学
部
教
授
・
鈴
木
光
）

平
成
30
年
11
月
７
日
、
Ⅰ
部
法

学
部
行
政
法
Ⅰ
の
授
業
で
、
札
幌
国

税
局
徴
収
部
長
で
あ
り
法
学
部
Ｏ

Ｂ
で
も
あ
る
菊
川
康
宏
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
日
本
の
税
制
と

税
務
行
政
」
と
題
す
る
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。
菊
川
先
生
に
は
、
税
の
歴

史
と
種
類
、
税
務
行
政
の
現
状
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
取
引
へ
の
対
策
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
活
用
し
た
確
定
申
告
制
度

な
ど
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
。
学
生
か
ら
は
、「
バ
イ
ト

法
学
部（
行
政
法
）講
演
会
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駐札幌韓国総領事館
朴賢圭総領事

な
る
」
と
、
司
法
の
問
題
点
を
指

摘
し
た
。◆

　
　
◆
　
　
◆

後
半
は
本
学
法
学
部
・
館
田

晶
子
教
授
と
、
本
学
法
学
部
の
講

義
「
法
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
担
当

す
る
非
常
勤
講
師
・
李
妍
淑
先

生
が
加
わ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

館
田
教
授
は
、
婚
姻
に
つ
い
て

の
権
利
を
定
め
て
い
る
日
本
の

憲
法
24
条
「
婚
姻
は
両
性
の
合
意

の
み
に
基
づ
い
て
成
立
し
…
…
」

と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、「『
両
性

の
合
意
』
の
両
性
と
は
、
当
初
は

男
性
と
女
性
と
さ
れ
て
い
た
が
、

最
近
は
男
性
女
性
と
い
う
意
味

で
は
な
く
婚
姻
当
事
者
を
指
す

と
す
る
学
説
が
有
力
だ
」
と
説

明
。
日
本
で
も
改
め
て『
婚
姻
』や

『
家
族
』
の
社
会
的
意
味
と
そ
の

法
的
保
障
に
つ
い
て
議
論
す
る

ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
権
利
保
障

の
視
点
か
ら
、
台
湾
で
の
議
論
を

紹
介
し
た
。

台
湾
で
は
２
０
１
７
年
５
月
、

司
法
院
大
法
官
か
ら
構
成
さ
れ

る
大
法
官
会
議
に
お
い
て
、
同
性

愛
者
同
士
の
婚
姻
を
認
め
な
い

民
法
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、

憲
法
第
22
条
の
包
括
的
基
本
権

条
項
、
及
び
憲
法
第
７
条
の
平
等

原
則
を
用
い
て
違
憲
と
言
い

渡
し
、
立
法

機
関
に
対
し

て
２
年
以
内

の
「
法
改
正
」
ま
た
は
同
性
結

婚
法
案
の
よ
う
な
「
特
別
法
」

の
制
定
を
命
じ
た
。ア
ジ
ア
初

と
な
る
同
性
婚
容
認
の
判
断

だ
っ
た
。

大
法
官
の
憲
法
第
22
条

（
包
括
的
基
本
権
）
の
解
釈
に

つ
い
て
鄭
先
生
は
、「
人
格
的

利
益
説
を
取
ら
ず
一
般
的
自

由
説
の
拡
大
概
念
を
採
用
。人

格
や
尊
厳
な
ど
の
文
言
が
な

法
学
部
は
１
月
17
日
、34
番
教

室
に
お
い
て
、
台
湾
の
憲
法
学
者

で
台
湾
国
立
勤
益
科
技
大
学
助

理
教
授
の
鄭
明
政
先
生
を
お
迎

え
し
、「
台
湾
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
法
制
化
を
め
ぐ
る
攻
防
」
と
題

し
た
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

前
半
は
鄭
先
生
が
、
性
的
マ
イ

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
格
の
自

由
お
よ
び
人
間
の
尊
厳
を
人
権

の
基
礎
付
け
と
し
て
い
る
。
日
本

よ
り
弱
者
に
対
す
る
柔
軟
性
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
２
０
１
８
年
11
月
の

統
一
地
方
選
挙
に
と
も
な
う
同

性
婚
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

教
育
に
関
す
る
国
民
投
票
の
結

果
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
発
展
に

暗
い
影
を
落
と
し
た
。
大
法
官
判

決
か
ら
今
年
５
月
で
２
年
が
経

つ
が
、
民
法
改
正
か
特
別
法
制
定

か
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な

い
。
鄭
先
生
は
「
同
性
愛
者
を
一

般
的
結
婚
制
度
か
ら
隔
離
す
る

の
は
法
律
を
用
い
て
同
性
愛
者

を
特
殊
化
さ
せ
、
社
会
の『
他
者
』

に
固
定
さ
せ
る
こ
と
。
特
別
法
に

よ
る
同
性
婚
保
護
は
、
同
性
愛
者

が
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
社
会

事
実
を
制
度
化
さ
せ
る
こ
と
に

法
学
部
講
演

台
湾
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
制
化
を
め
ぐ
る
攻
防

左から、進行の法学部・菅原寧格教授、台湾国立勤益科技大学助理教
授の鄭明政先生、法学部・館田晶子教授、本学非常勤講師・李妍淑先生

第18回人文学の挑戦
×恵庭市立図書館 知っているようで知らない『鳥獣戯画』

人
文
学
部
は
12
月
18
日
、
34

番
教
室
で
、「
北
海
道
に
学
ぶ
、
北

海
道
で
働
く
〜
地
域
の
自
然
や

文
化
を
活
か
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の

可
能
性
〜
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
、
北
海
道
宝
島
旅
行
社
取
締

役
・
本
間
友
紀
氏
、
株
式
会
社
Ｊ

Ｔ
Ｂ
北
海
道
事
業
部
観
光
開
発

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
鶴
舎
亮
氏
、

人
文
学
部
・
大
森
一
輝
教
授
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
キ
ャ
リ
ア

バ
ン
ク
株
式
会
社
人
材
開
発
事

業
・
田
中
希
久
代
氏
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

（
以
下
、
Ａ
Ｔ
）
と
は
①
自
然
と
の

関
わ
り
、
②
身
体
的
活
動
（
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
）、
③
異
文
化
体
験

の
３
要
素
の
う
ち
２
つ
以
上
を

含
む
旅
行
形
態
の
こ
と
。
欧
州
や

北
米
、
南
米
で
は
主
流
と
な
り
つ

つ
あ
り
、
２
０
１
６
年
度
で
28
兆

円
の
市
場
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
、
北
海
道
で

の
Ａ
Ｔ
推
進
に
向
け
た
海
外
事

例
調
査
や
、
Ａ
Ｔ
ガ
イ
ド
に
関
す

る
実
態
調
査
と
そ
の
育
成
に
関

す
る
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。

北
海
道
の
魅
力
を
生
か
し
た

自
然
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は

世
界
中
の
ど
こ

に
も
引
け
を
取

ら
な
い
。
一
方

で
、
異
文
化
体

験
に
関
し
て
は
手
薄
な
部
分
が

あ
る
こ
と
や
、
自
然
や
文
化
、
ア

ー
ト
な
ど
専
門
分
野
を
深
く
英

語
で
話
せ
る
ガ
イ
ド
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
が
課
題
と
、
パ
ネ
リ

ス
ト
た
ち
が
指
摘
し
た
。

大
森
教
授
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
は
、
人
文
学

部
で
学
ん
だ
こ
と
を
最
大
限
生

か
せ
る
仕
事
の
一
つ
に
な
り
う

る
」
と
そ
の
可
能
性
を
話
し
た
。

人
文
学
部

北
海
道
観
光
・
地
域
振
興
特
別
講
座

北
海
道
の
自
然
や
文
化
を
活
か
し
た

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
可
能
性

人文学部のイベント「人文学の挑戦」が12月2日、恵庭市立図書館で開催された。講師の日本文化学科・
徳永良次教授が、様々なポスターやグッズのイラストにも使われている「鳥獣戯画」について話した。

は
法
学
部
・
若
月
秀
和
教

授
。急

速
に
変
化
を
遂
げ
る

韓
国
・
北
朝
鮮
関
係
や
韓

半
島
を
め
ぐ
る
大
国
の
動

き
の
な
か
で
の
韓
国
の
立

場
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

最
近
、日
韓
関
係
の
対
立

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
が
、

両
国
間
で
大
量
の
観
光
客

が
行
き
来
す
る
な
ど
、
市
民
生
活

レ
ベ
ル
で
は
互
い
に
「
近
く
て
近

い
国
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

今
後
も
、
市
民
レ
ベ
ル
や
学
術
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
友
好
関
係
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

法
学
部
は
11
月
22
日
、
40
番

教
室
に
お
い
て
、
駐
札
幌
韓
国
総

領
事
館
の
朴
賢
圭

�
�
 
�
�
�
�
�

総
領

事
を
お
迎
え
し
、「
韓
半

島
平
和
ム
ー
ド
造
成
及

び
韓
日
協
力
関
係
」を
テ

ー
マ
と
し
た
第
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。

聞
き
手
は
経
済
学
部
・

辻
弘
範
教
授
と
法
学

部
・
韓
永
學
教
授
、進
行

左からキャリアバンク株式会社人材開発事業・田
中希久代氏、株式会社JTB北海道事業部観光開発
プロデューサー・鶴舎亮氏、北海道宝島旅行社取締
役・本間友紀氏、人文学部・大森一輝教授

左から、法学部・若月秀和教授、
朴賢圭総領事、法学部・韓永學
教授、経済学部・辻弘範教授 韓半島平和ムード造成

及び韓日協力関係

工
藤
氏
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を

交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
え
ば
企
業
で
働
く
上
で
、

企
業
の
使
命
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
の
場

合
は
安
全
運
航
、
地
域
貢
献
な

ど
）
の
も
と
で
、
自
ら
が
社
会
人

と
し
て
成
長
し

て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と

お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
講
座
は
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

が
持
つ
企
業
と
し
て
の
社
会
的

使
命
感
と
仕
事
に
対
す
る
高
い

プ
ロ
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。「
北
海
道
の
翼
」
と
し

て
地
域
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
の
企
業
と
し
て
の
矜

持
あ
る
姿
勢
を
通
じ
て
、
学
生
達

に
は
、
社
会
に
身
を
置
く
意
義
は

何
か
、
自
身
が
社
会
で
果
た
す
べ

き
役
割
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
大
学
で
今
何

を
学
び
経
験
す
る
べ
き
か
、
を
真

剣
に
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

orporate/csr/ を
ご
覧
下
さ

い
）。
こ
れ
ら
の
活
動
の
一
つ
に
、

将
来
の
北
海
道
を
担
う
若
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
が
あ
り
、

本
協
定
の
締
結
に
至
り
、
そ
し
て

本
協
定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度

は
本
学
部
で
の
２
つ
の
講
座
の

実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
６
月
９
日
に
お
け

北
海
学
園
大
学
経
営
学
部
は
、

平
成
29
年
３
月
30
日
よ
り
株
式

会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
「
北
海
道
を

支
え
る
人
づ
く
り
」
に
関
す
る
教

育
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
は

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、
す

な
わ
ち
企
業
の
社

会
的
責
任
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
企
業
で
す
（
詳
し
く
は
、
同

社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
詳
細
は

https://www.airdo.jp/c

る
「
企
業
研
修
リ
テ
ラ
シ
ー
」
マ

ナ
ー
講
座
で
は
、
同
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企

画
推
進
室
の
工
藤
裕
子
氏
、
客
室

乗
務
員
の
岡
本
梢
氏
を
、
講
師
と

し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
で
は
、
一
つ
一
つ
の
所
作
が
お

客
様
に
与
え
る
意
味
を
、
豊
富
な

実
習
を
交
え
て
説
明
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
31
年

１
月
16
日
に
お
け
る

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

講
座
」で
は
、
本
学
部

２
年
生
に
向
け
て
、引

き
続
き
同
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ

企
画
推
進
室
工
藤
裕

子
氏
よ
り
、Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ
の
社
会
的
責
任
を

テ
ー
マ
に
、Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ
 Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
画
推
進

室
の
業
務
の
説
明
と

教
育
連
携
協
定
に
よ
り
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育

社
会
的
使
命
感
と
高
い
プ
ロ
意
識
伝
え
る

企業研修リテラシーのマナー講座で学生を指導する
ＡＩＲＤＯ客室乗務員・岡本梢氏（左）

キャリアデザイン講座で講師を務めたＡＩＲＤＯ
ＣＳＲ企画推進室・工藤裕子氏

経営学部

「
鳥
獣
戯
画
は
一
種
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
」
と
徳

永
教
授
が
説
明
を
始
め
る
。
日
本
最

古
の
マ
ン
ガ
と
も
い
わ
れ
る
鳥
獣
戯

画
の
正
式
名
称
は
『
鳥
獣
人
物
戯

画
』。古
く
か
ら
京
都
の
高
山
寺
が
所

蔵
し
て
お
り
、
現
在
、
甲
、
乙
、
丙
、

丁
の
全
４
巻
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
甲
・
乙
巻
は
平
安
時
代
（
12

世
紀
）、丙
巻
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代

（
13
世
紀
初
め
）、
丁
巻
は
鎌
倉
時
代

（
13
世
紀
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

「
作
者
は
不
明
で
、宮
廷
絵
師
説
や
絵

仏
師
説
が
あ
る
。
時
代
も
テ
ー
マ
も

バ
ラ
バ
ラ
の
４
巻
が
ど
の
よ
う
に
高

山
寺
に
伝
来
し
た
の
か
、
も
と
も
と

は
３
巻
と
か
５
巻
と
い
う
記
録
も
あ

り
、体
裁
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
」

と
謎
が
多
い
。

２
０
０
９
年
に
１
２
０
年
ぶ
り
に

修
理
し
た
際
に
は
、
丙
巻
に
「
相
剥

ぎ
」（
和
紙
の
厚
み
を
２
枚
に
剥
が
す

こ
と
）
と
い
う
技
法
の
使
用
が
新
た

に
確
認
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
研
究
も

す
す
ん
で
い
る
。

徳
永
教
授
は
、
甲
巻
の
有
名
な
５

つ
の
シ
ー
ン
に
つ
い
て
、「
右
か
ら
左

に
見
て
い
く
巻
物
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
か
し
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
。
同
一
場
面
に
連
続
す
る
人
物
を

描
く
異
時
同
図
法
や
、
セ
リ
フ
や
吹

き
出
し
に
似
た
表
現
は
、
今
の
マ
ン

ガ
に
も
見
ら
れ
る
技
法
だ
」と
解
説
。

一
方
、
う
さ
ぎ
が
弓
を
射
る
シ
ー
ン

で
は
弓
の
下
３
分
の
１
の
と
こ
ろ
で

矢
を
つ
が
え
て
お
り
、マ
ン
ガ
を
超
え

た
リ
ア
ル
な
表
現
に
も
注
目
す
る
。

か
つ
て
漫
画
家
・
手
塚
治
虫
氏
は

「
鳥
獣
戯
画
は
白
描
画
の
最
高
峰
で
、

日
本
マ
ン
ガ
の
原
点
。
現
在
の
マ
ン

ガ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
、
何
百
年
も
前

に
全
部
や
ら
れ
て
い
る
」
と
絶
賛
し

た
。「

鳥
獣
戯
画
」
の
あ
る
高
山
寺
は
、

明
恵
上
人
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
僧
が

再
興
し
た
学
問
寺
で
、
当
時
は
隆
盛

し
た
が
、
次
第
に
戦
乱
や
災
害
で
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
困
難
な
時
代
を

乗
り
越
え
た
、
日
本
文
化
の
至
宝
と

い
え
る
の
が「
鳥
獣
戯
画
」と
い
う
マ

ン
ガ
の
元
祖
で
あ
っ
た
。
現
在
の
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
ブ
ー
ム
を
見
る

と
一
種
感
動
的
と
も
言
え
る
。

◉

◉

◉

高
山
寺
は
、
昨
年
秋
の
台
風
で

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現

在
復
興
へ
の
支
援
を
募
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
お
こ

こ
ろ
ざ
し
を
お
願
い
出
来
れ
ば
幸

い
で
す
。
詳
し
く
は「
高
山
寺
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
徳
永
良
次
）

講演で甲巻のうさぎとかえるの相撲シーンを解説

必
要
性
を
強
調
し
た
。

李
先
生
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
に
関
す
る
問
題
を
国
民
投

票
で
決
め
る
こ
と
に
疑
問
を
呈

し
、
大
法
官
解
釈
と
趣
旨
の
異
な

る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
に
「
政
治

的
な
動
き
が
関
係
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
大
法
官
の
判
断

を
「
ア
ジ
ア
で
は
非
常
に
先
進
的

な
取
り
組
み
」
と
評
価
し
、「
台
湾

の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
は
女
性
運
動

と
密
接
に
関
係
し
発
展
し
て
き

た
」と
、
そ
の
経
緯
を
説
明
し
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

２
０
１
７
年
６
月
１
日
、
札
幌

市
は
互
い
の
個
性
や
多
様
性
を

認
め
合
い
、
誰
も
が
生
き
が
い
と

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
係
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
全
体
の
意

識
改
革
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

本
講
演
会
は
認
識
を
深
め
る
好

機
と
な
っ
た
。

扇子やふきん、茶器などなど様々な日用品に
「鳥獣戯画」が使われている。

札幌国税局総務部
国税広報広聴室長

梅田龍一氏

札幌国税局
徴収部長

菊川康宏氏
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れ
、
住
民
が
仕
事
帰
り
に
お
稽
古

し
、
週
末
に
は
各
地
区
の
舞
台
で

実
演
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
観
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
」

ま
た
、
演
劇
『
新
・
龍
神
伝
  龍

の
泪
』
も
代
表
作
品
の
一
つ
。
全

国
各
地
、
全
世
界
に
あ
る
龍
の
伝

説
・
伝
承
を
も
と
に
「
融
合
と
未

来
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
創
作
。
日

本
文
化
の
精
神
性
に
重
き
を
お

い
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
古
語
で
唄

い
、
映
像
と
字
幕
、
舞
や
音
楽
に

よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
年
配
の
方
た
ち
は
懐
か
し
い

と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
若
い
人
た

ち
か
ら
は
〝
斬
新
だ
ね
〟〝
格
好
い

い
ね
〟
と
か
〝
古
い
け
ど
新
し
く

見
え
た
〟〝
日
本
な
ん
だ
け
ど
海

外
を
感
じ
た
〟
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
」。

ま
た
昨
年
４
月
に
は
、
日
本
と

ス
ペ
イ
ン
の
友
好
関
係
樹
立
１

５
０
周
年
事
業
で
在
バ
ル
セ
ロ

ナ
領
事
館
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
の
日
独
文
化

工
房
な
ど
で
も
上
演
。
海
外
で
盛

大
な
拍
手
を
浴
び
、
地
元
メ
デ
ィ

ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
好
評
を
得
た
。
大
き
な
自
信
と

な
っ
た
。

学 園学 園学 園人人人脈記脈記脈記

▶
◀
　
　
▶
◀
　
　
▶
◀

大
学
時
代
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
奔
走
す

る
毎
日
。「
初
め
て
清
田
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
行
っ
た
時
、
ボ
ー
ル
の
蹴

る
音
を
聞
い
て
胸
が
熱
く
な
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
振
り

返
る
。
学
生
主
体
で
運
営
す
る
部

活
の
な
か
で
、
自
分
の
役
割
を
見

つ
け
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

っ
た
り
、
組
織
づ
く
り
や
運
営
な

ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
し

て
、
Ｏ
Ｂ
会
の
先
輩
た
ち
と
の
人

脈
は
、
大
き
な
財
産
だ
。

「
昨
年
の
公
演
の
と
き
に
は
Ｏ

Ｂ
会
の
会
長
さ
ん
が
、
サ
ッ
カ
ー

部
だ
け
で
な
く
会
社
社
長
の
Ｏ

Ｂ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

実
際
に
見
に
も
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら

ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

▶
◀
　
　
▶
◀
　
　
▶
◀

今
後
の
目
標
は
、
古
典
芸
能
を

実
際
に
や
り
た
い
と
い
う
人
を

増
や
す
こ
と
、
阿
麻
禰
と
し
て
日

本
の
文
化
を
も
っ
と
海
外
に
発

信
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
古
典
が
時
代
に
合
わ
せ
て
少

し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
現
代

ま
で
残
っ
て
い
る
。
古
典
と
革
新

は
両
輪
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統

や
文
化
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
阿
麻
禰
の
活
動

は
革
新
の
部
分
。
私
た
ち
の
活
動

が
少
し
で
も
北
海
道
文
化
の
礎

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
」

第 7 回

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

札
幌
市
出
身
。10
代
よ
り

神
社
に
奉
仕
し
、日
本
の
文
化
、日
本
人
の
精

神
性
に
触
れ
る
。能
、雅
楽
、現
代
巫
女
舞
な

ど
舞
を
中
心
に
芸
能
文
化
・
ご
神
事
と
向
き

合
い
、古
典
を
学
び
つ
つ
、伝
統
を
基
に
し
た

革
新
的
表
現
と
し
て
阿
麻
禰（
A
M
A
NE）の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
を
行
う
。「
文
化
と
共
に
あ

る
暮
ら
し
が
、心
の
豊
か
さ
に
通
ず
る
」と
の

思
い
か
ら
、芸
能
文
化
を
身
近
に
感
じ
た
り
、

生
活
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
創

作
・
表
現
を
し
て
い
る
。

能
：
観
世
流
シ
テ
方
 柴
田
稔
氏
に
師
事
。雅

楽
：
左
方
の
舞
、楽
箏
。古
和
芸
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
阿
麻
禰（
A
M
A
NE）：
舞
、箏
、鈴
、和
太
鼓
。

佐
渡
ふ
る
さ
と
大
使
、北
海
道
赤
れ
ん
が
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、小
樽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク

登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、日
本
劇
作
家
協
会
 会

員
、製
菓
衛
生
師
、フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、東
海
大
学
 非
常
勤
講
師
。

も
の
を
創
作
し
て
、
多
く
の
人
に

伝
え
よ
う
と
い
う
の
が
私
た
ち

の
一
番
の
目
的
で
す
」。

▶
◀
　
　
▶
◀
　
　
▶
◀

大
学
を
卒
業
し
た
小
川
さ
ん

は
、
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
洋
菓
子

店
で
働
い
て
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な

経
歴
を
持
つ
。
も
と
も
と
、
つ
く

る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
し
て

法
律
関
係
の
仕
事
を
経
て
、
デ
ザ

イ
ン
会
社
と
飲
食
店
を
経
営
す

る
会
社
へ
。
そ
こ
で
鳥
羽
氏
と
出

会
い
、
５
年
ほ
ど
前
に
ユ
ニ
ッ
ト

を
結
成
し
た
。

代
表
作
品
の
一
つ
『
阿
麻
禰

�

�

�

唄�
�

』
は
佐
渡
島
に
行
っ
て
創
作
し

た
。
佐
渡
島
は
、
能
の
大
成
者
・

世
阿
弥
が
流
さ
れ
た
地
。
も
と
も

と
御
神
事
か
ら
派
生
し
た
能
が

武
家
文
化
と
な
り
、
島
内
に
郷
土

芸
能
と
し
て
広
が
っ
た
。
江
戸
時

代
に
は
２
０
０

以
上
の
能
舞
台

が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、
今
で
も

30
以
上
が
残

さ
れ
て
い
る
。

「
創
作
を
す
る

な
ら
、
日
本
文

化
が
根
づ
い
て

い
る
土
地
で
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
て

作
ろ
う
と
。
佐

渡
島
で
は
、
能

は
観
る
よ
り
や

る
も
の
と
い
わ

業
を
優
先
し
た
。
在
校
生
達
で
組

織
さ
れ
た
「
第
一
回
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ

ル
大
学
派
遣
団
」
と
と
も
に
ロ
シ

ア
へ
渡
っ
た
の
は
、
卒
業
し
た
年

の
夏
の
こ
と
。
当
初
は
１
年
間
の

留
学
の
予
定
だ
っ
た
が
、「
ロ
シ

ア
語
で
仕
事
を
す
る
に
は
不
充

分
」
と
も
う
１
年
延
長
し
、
２
年

間
学
ん
だ
。
本
学
で
は
初
め
て
の

ロ
シ
ア
へ
の
長
期
留
学
生
だ
っ

た
。

卒
業
後
は
、
留
学
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
文
学
部
の
寺
田

吉
孝
教
授
の
紹
介
で
、
モ
ス
ク

ワ
に
あ
る
日
露
合
弁
の
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
就
職
。
日
本
人

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
日
本
人
患

者
の
通
訳
を
２
年
経
験
し
て

帰
国
。
そ
の
後
札
幌
で
、
ロ
シ

ア
か
ら
の
水
産
品
輸
入
会
社

に
就
職
し
、
貿
易
事
務
を
中
心
に

５
年
間
従
事
し
た
後
、
独
立
し
て

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
っ
た
。

「
通
訳
は
専
門
的
な
技
術
職
。

分
野
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
お

仕
事
を
お
引
き
受
け
し
て
い
ま

す
。
寺
田
教
授
の
後
任
と
し
て
道

新
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ロ
シ
ア
語

講
座
で
講
師
を
務
め
た
時
に
は
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
の
熱
心
さ
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
」

鶴
田
さ
ん
自
身
は
ロ
シ
ア
語

通
訳
の
道
を
選
ん
だ
が
、
後
輩
に

は
、「
外
国
語
を
磨
き
、
そ
れ
を
自

分
の
仕
事
に
活
か
す
道
も
あ
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
。「
例
え
ば
、
公
務

員
志
望
な
ら
、
税
関
、
入
管
は
も

ち
ろ
ん
、
警
察
で
も
強
み
に
で
き

る
と
思
い
ま
す
」。

鶴
田
さ
ん
は
昨
年
出
産
し
、

「
現
在
、
仕
事
は
セ
ー
ブ
中
」。
様

子
を
み
な
が
ら
徐
々
に
復
帰
し

て
い
く
予
定
だ
。

感
じ
た
か
ら
で
す
。
英
語
と
は
違

っ
て
全
員
が
一
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
し
、

親
か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
ロ
シ

ア
語
を
第
二
外
国
語
に
選
び
ま

し
た
。
当
時
は
私
み
た
い
な
学
生

が
多
く
て
、
ロ
シ
ア
語
が
一
種
の

ト
レ
ン
ド
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
笑

っ
て
振
り
返
る
。

鶴
田
さ
ん
は
将
来
の
選
択
肢

を
絞
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
ず
は
卒

昨
秋
開
催
さ
れ
た
「
第
30
回
記

念
ミ
ニ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
２
０
１
８
in
札
幌
」で
、
ロ
シ

ア
人
選
手
や
関
係
者
の
通
訳
を

担
当
し
た
鶴
田
さ
ん
は
、
法
学
部

法
律
学
科
の
卒
業
生
。
ロ
シ
ア
語

を
学
び
始
め
た
の
は
在
学
中
、
一

般
教
育
科
目
の
授
業
だ
っ
た
。

「
ロ
シ
ア
語
に

興
味
を
持
っ
た
の

は
１
９
９
１
年
の

ソ
連
崩
壊
後
に
、

来
道
す
る
ロ
シ
ア

人
が
一
気
に
増
え
て
将
来
性
を

外
国
語
を
磨
き
有
効
に
活
か
し
て

２
月
に
工
学
部
の
各
学
科
で
、

４
年
間
の
集
大
成
と
な
る
卒
業

研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

最
終
学
年
と
な
る
４
年
生
た

ち
は
こ
の
１
年
間
、
各
指
導
教
員

卒
業
研
究
発
表
会

2018年4月、ドイツ国ケルン市の日独文化工房で『龍の泪』を公演

古�
�
�
�の

叡
智
を
現
代
へ
紡
ぐ

阿麻禰
� � �

AMANE  古
����

和
�

芸
��

アーティスト

小
�

川
� �

倁 慧
� �

氏
法学部法律学科 平成20年度卒・43期生

古
来
よ
り
伝
わ
る
日
本
芸
能

を
現
代
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
紡
ご

う
と
、
北
海
道
を
拠
点
に
国
内
外

で
活
動
し
て
い
る
古
和
芸
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
小
川
倁
慧
さ
ん
は

本
学
法
学
部
の
卒
業
生
。
鳥
羽

�

�

優�
�

伽�

氏
と
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
、
能
や

雅
楽
を
ベ
ー
ス
と
し
た
唄
や
舞
、

三
味
線
や
和
太
鼓
を
組
み
合
わ

せ
て
楽
曲
や
演
劇
を
創
作
し
、
神

社
、
仏
閣
で
の
行
事
や
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
伝
統
芸
能

の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

小
川
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時
か

ら
巫
女

�

�

と
し
て
神
社
に
奉
仕
し

て
い
た
経
緯
か
ら
、
日
本
文
化
に

興
味
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
同
世

代
の
古
典
芸
能
へ
の
反
応
も
よ

く
理
解
し
て
い
た
。

「
初
め
て
能
や
雅
楽
を
観
る

人
、
特
に
日
本
文
化
に
馴
染
み
の

薄
い
若
い
世
代
は
、
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
全
然
わ
か
ら
な
か
っ

た
り
、
お
も
し
ろ
さ
が
わ
か
ら
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
こ
で
、
日

本
文
化
や
古
典
芸
能
の
入
り
口

に
な
る
よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
い

          ロシア語通訳
          通訳案内士（ロシア語）

鶴
��

田
�

和
��

子
�

（旧姓 安木）

法学部法律学科
平成5年度3月卒・第28期生

─
─
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
テ
ー

マ
と
趣
旨
を
教
え
て
下
さ
い
。

小
島

私
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も

と
Ｉ
Ｔ
企
業
の
相
互
関
係
」
で

す
。
い
ま
Ｉ
Ｔ
業
界
の
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
の
問
題

に
対
す
る
国
の
対
策
と
し
て
、
２

０
２
０
年
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｔ
業
界
全
体
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
人
手
不

足
の
問
題
解
決
を
図
り
、
未
来
の

人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
趣
旨
で
す
。
具
体
的
に
は
、
子

ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
提
案
し
ま
し

た
。
私
は
学
生
時
代
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
子
ど
も
た
ち
に
電
子
工

作
を
教
え
た
経
験
か
ら
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
「
き
っ
か
け
」

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
興
味
を
持
っ
た
時
、
そ
の

興
味
を
な
く
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
我
々
Ｉ
Ｔ
業
界
の
人

間
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
お
も

し
ろ
さ
を
情
熱
を
も
っ
て
伝
え

る
こ
と
で
未
来
の
人
材
を
育
成

す
る
、
ま
た
教
え
る
我
々
も
子
ど

も
た
ち
か
ら
刺
激
を
受
け
、
新
し

い
発
想
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米
田

私
の
テ
ー
マ
は
「
食
と
評

価
の
観
点
か
ら
見
る
生
産
性
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。「
食
」

の
観
点
で
は
、
最
近
、
朝
食
の
欠

食
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
脳
の

働
き
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、
複
数
の
企
業
が
合
同
で

行
う
『
プ
ロ
ダ
ク
カ
フ
ェ
』
を
提

案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
産
性
向

上
を
目
的
と
し
た
社
員
食
堂
の

こ
と
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
朝
食

の
欠
食
を
改
善
す
る
仕
組
み
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
脳
の
働
き

が
よ
り
良
く
な
り
、
生
産
性
が
向

上
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
ま

た
、「
評
価
」
の
観
点
は
、
生
産
性

が
高
い
人
よ
り
も
同
じ
仕
事
の

質
で
あ
っ
て
も
、
残
業
を
し
た
人

の
方
が
貰
え
る
賃
金
が
高
い
ケ

ー
ス
が
日
本
企
業
に
お
い
て
多

い
こ
と
か
ら
、『
生
産
性
代
』
の
導

入
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
日
に

行
う
仕
事
量
を
決
め
、
作
業
終
了

２年連続 本学工学部OGが入賞

新入社員を対象とした「フレッシャ
ーズ産業論文コンクール」（日刊工業新
聞社主催、経済産業省・日本商工会議
所など後援）で、株式会社コアの小島か
れんさん（工学部電子情報工学科平成
28年度卒）が2017年度（第40回）に優良
賞、同社・米田沙羅さん（工学部生命工
学科平成29年度卒）が2018年度（第41
回）に努力賞を受賞した。

毎回100社以上から800編を超える応
募があるなか、2年連続で本学OG入賞
という快挙を成し遂げた。ＩＴ企業でソ
フトウェアの開発の仕事をしているお
二人に話を聞いた。

時
に
余
っ
た
時
間
を
評
価
し
て
、

『
生
産
性
代
』
を
支
払
う
こ
と
で
、

社
員
の
意
欲
向
上
を
図
る
と
い

う
趣
旨
で
す
。

─
論
文
作
成
を
経
験
し
て
、
あ
ら

た
め
て
今
思
う
こ
と
は
？

米
田

自
分
の
考
え
を
人
に
伝

わ
る
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が

大
変
で
し
た
。
仕
事
で
も
わ
か
り

や
す
く
物
事
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
面
が
多
い
の
で
、

良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

小
島

上
司
が
文
章
の
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

れ
た
の
で
、
人
よ
り
成
長
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

─
こ
の
仕
事
に
重
要
な
の
は
？

小
島

や
る
気
で
す
。

米
田

探
究
心
。
論
理
的
に
考
え

る
力
で
し
ょ
う
か
。

─
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

小
島

バ
イ
ト
も
い
い
け
れ
ど
、

学
生
時
代
は
も
っ
と
外
に
目
を

向
け
て
遊
ん
だ
方
が
い
い
で
す
。

米
田

私
も
同
じ
で
、
勉
強
も
大

事
で
す
が
、
時
間
の
あ
る
大
学
生

の
う
ち
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

フレッシャーズ産業論文コンクール
テーマ「あすの企業を考える」

株式会社コア 北海道カンパニー
エンべデッドソリューション部

米
��

田
�

沙羅
� �

工学部生命工学科
平成29年度卒・3期生

2018年度・努力賞
株式会社コア 北海道カンパニー
エンべデッドソリューション部

小
�

島
��

かれん
工学部電子情報工学科
平成28年度卒・27期生

2017年度・優良賞

建築学科生 卒業設計発表
（2月15日）

社会環境工学科生「水・環境系」
卒業研究発表（2月21日）

生命工学科生 卒業研究発表
（2月6日）

電子情報工学科生 卒業研究発表
（2月4日）

の
研
究
室
に
所
属
し
、
自
分
の
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
て
自
主
的
に

研
究
を
進
め
て
き
た
。
み
な
緊
張

の
面
持
ち
で
研
究
成
果
を
発
表
。

会
場
か
ら
の
鋭
い
質
問
に
対
し

て
的
確
に
答
え
る
な
ど
、
充
実
し

た
表
情
で
臨
ん
で
い
た
。

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

大田大學校
（韓国）去

る
１
月
28
日
、
本
学
の
協
定

校
で
あ
る
韓
国
・
大
田
大
學
校

か
ら
昨
年
４
月
よ
り
本
学
に
留

学
し
て
い
た
学
生
に
対
し
、
修
了

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
３
名
と
も

達
成
感
に
充
ち
た
表
情
で
、
今
回

の
留
学
経
験
が
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
お
い
て
非
常
に
有
意
義
な

も
の
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る

と
い
う
希
望
を
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。
安
酸
学
長
、
伊
藤
経
営
学

部
長
、
上
野
人
文
学
部
長
か
ら
は

今
後
の
彼
ら
の
活
躍
に
対
す
る

祈
念
と
、
日
韓
交
流
の
発
展
に
寄

与
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

前列左から金 成學（キム ソンハク）さん、金
有林（キム ユリム）さん、安酸学長、李 浩成（イ
ホソン）さん
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昨
年
11
月
１
日
に
平
成
30
年

度
司
法
書
士
試
験
の
合
格
発
表
が

あ
り
、
本
学
法
学
部
法
律
学
科
４

年
の
橋
本
拓
さ
ん
が
見
事
合
格
し

た
。今
年
度
の
出
願
者
数
は
１
７
、

６
６
８
人
、受
検
者
数
１
４
、３
８

７
人
、合
格
者
数
６
２
１
人
、対
出

願
者
数
合
格
率
は
３
・
５
％
、
対

受
験
者
数
合
格
率
は
４
・
３
％
。

こ
の
超
難
関
と
い
わ
れ
て
い

る
国
家
資
格
試
験
に
合
格
し
た
こ

と
を
称
え
、
１
月
21
日
に
学
長
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

▼
▲

▼
▲
　
　
▼
▲

「
合
格
し
て
嬉
し
い
と
い
う
よ

り
、
ホ
ッ
と
し
た
」と
い

う
橋
本
さ
ん
は
、
前
年
度

に
続
き
２
度
目
の
挑

戦
だ
っ
た
。「
筆
記
試

験
の
自
己
採
点
で
ぎ

り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
。

（
９
月
末
の
筆
記
試
験

合
格
発
表
ま
で
）
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ

た
」
と
振
り
返
る
。

司
法
書
士
の
仕
事

は
主
に
（
家
・
土
地
な

ど
）
不
動
産
や
法
人
の

登
記
業
務
、
成
年
後
見

に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、
認
定
司

法
書
士
に
限
り
、
訴
訟
額
１
４
０

万
円
以
下
の
簡
易
裁
判
で
の
手
続

き
の
代
理
も
行
え
る
。

そ
も
そ
も
法
律
に
興
味
が
あ
っ

て
法
学
部
に
入
学
し
た
が
、
具
体

的
な
将
来
像
は
描
け
て
い
な
か
っ

た
。き
っ
か
け
は
、１
年
次
に
受
講

し
た
法
職
講
座
だ
っ
た
。「
司
法
書

士
で
も
あ
る
臼
杵
先
生
の
授
業
で

司
法
書
士
の
仕
事
を
知
り
、
さ
す

が
に
弁
護
士
は
難
し
い
け
ど
、
そ

れ
に
近
い
法
律
関
係
の
仕
事
が
で

き
る
な
ら
と
、
め
ざ
す
こ
と
を
決

め
ま
し
た
」。

１
年
の
秋
か
ら
資
格
の
専
門
学

校
Ｌ
Ｅ
Ｃ
に
も
通
っ
た
。
大
学
の

授
業
と
両
立
し
な
が
ら
お
よ
そ
３

年
間
の
受
験
勉
強
。
最
初
の
頃
は

一
日
５
時
間
程
度
、
後
半
は
10
時

間
に
も
及
ん
だ
。「
毎
日
コ
ツ
コ
ツ

積
み
重
ね
て
い
く
勉
強
の
し
か
た

は
自
分
に
あ
っ
て
い
た
。
と
に
か

司
法
書
士
試
験
現
役
合
格

日
本
建
築
士
会
連
合
会
賞
受
賞

難
関
試
験
突
破
を
称
え
学
長
か
ら
表
彰

法
学
部
４
年

橋
本
 拓

「
北
光

�
�
�
�

の
家
」
が
優
秀
賞
の
１
点

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

設
計
者
の
自
邸
で
あ
る
「
北
光

�
�
�
�

の
家
」
は
、
北
海
道
と
い
う
厳
し

い
自
然
環
境
に
晒
さ
れ
る
中
に

単
な
る
住
む
た
め
の
「
器�

�
�

」
と
し

て
の
建
築
で
は
な
く
、
住
み
続
け

て
い
く
中
で
「
対
話
」
で
き
る
存

在
と
し
て
の
建
築
を
想
像
し
な

が
ら
設
計
し
た
住
宅
で
す
。
こ
の

度
の
受
賞
を
大
変
有
り
難
く
思

う
と
と
も
に
、

受
賞
ま
た
審

査
過
程
に
お

け
る
建
築
家

の
皆
様
か
ら

の
ご
批
評
は
、

今
後
自
身
の

設
計
活
動
に

お
け
る
糧
と

な
り
ま
す
。

こ
の
度
「
平
成
30
年
日
本
建
築

士
会
連
合
会
賞
」
に
お
い
て
、「
優

秀
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。

建
築
士
会
は
、
建
築
士
の
資
格

を
有
す
る
個
人
が
所
属
す
る
団

体
で
、「
日
本
建
築
士
会
連
合
会

賞
」
は
優
れ
た
建
築
作
品
の
設
計

者
と
し
て
建
築
士
会
会
員
を
表

彰
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
、
今
回

で
第
46
回
を
迎
え
ま
し
た
。

審
査
対
象
は
住
宅
・
施
設
等

建
築
の
用
途
及
び
規
模
に
関
わ

ら
ず
対
象
と
な
り
、
今
回
は
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
が
５

点
、
奨
励
賞
が
８
点
、
特
別
賞
が

２
点
選
出
さ
れ
、
弊
社
の
作
品

経
営
学
部
生

札
幌
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
制
作

北
海
道
大
学
で
開
催
さ
れ
た

平
成
30
年
度
電
気
・
情
報
関
係

学
会
北
海
道
支
部
連
合
大
会
に

て
行
っ
た
講
演
が
若
手
優
秀
論

文
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
発
表
及
び
研
究
内
容
が

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
若
手
研
究

者
に
与
え
ら
れ
ま
す
。
本
大
会
で

は
全
講
演
１
５
０
件
中
１
２
４

件
が
表
彰
対
象
講
演
で
し
た
。
そ

し
て
、
例
年
、
表
彰
対
象
の
中
か

ら
10
人
程
度
の
若
手
研
究
者
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

私
は
「
単
語
の
分
散
表

現
に
基
づ
く

Earth

M
over,s Distance

を
用
い
た
コ
ン
パ
ラ
ブ
ル

コ
ー
パ
ス
か
ら
の
対
訳
文

の
自
動
抽
出
」
と
い
う
講

演
題
目
に
て
受
賞
し
ま
し

た
。本
講
演
で
は
、異
な
る

言
語
で
同
じ
内
容
に
つ
い

て
書
か
れ
た
文
書
群
で
あ
る
コ

ン
パ
ラ
ブ
ル
コ
ー
パ
ス
か
ら
意

味
が
等
価
の
文
ペ
ア
で
あ
る
対

訳
文
を
自
動
抽
出
す
る
た
め
の

研
究
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
は
初
め
て
の
口

頭
発
表
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
事

前
練
習
や
研
究
に
向
き
合
っ
て

き
た
こ
と
が
受
賞
に
繋
が
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
に

よ
り
努
力
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
実
感
で
き
、
私
に
と
り
ま
し
て

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。■

　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

こ
の
度
、
日
本
地
域
学
会
第
55

回
（
２
０
１
８
年
）
年
次
大
会
に

て
、
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
地
方
中
枢
都
市
の
周
辺
都

市
へ
の
移
住
に
関
す
る
影
響
要

く
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
多
く
て
、
辛
い
と
感
じ
る
時
間

も
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｃ
で
知
り
合
っ
た
３
年
上

の
本
学
Ｏ
Ｂ
と
、
司
法
書
士
補
助

者
と
し
て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る

社
会
人
と
、
３
人
で
切
磋
琢
磨
す

る
日
々
。
ま
た
、
月
に
２
、
３
回
は

休
み
を
取
り
、
友
だ
ち
と
食
事
を

し
た
り
飲
み
に
行
っ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
と
い
う
。

大
学
で
は
臼
杵
ゼ
ミ
に
所
属
。

そ
こ
は
公
務
員
志
望
者
が
多
く
、

み
ん
な
同
じ
よ
う
に
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
い
た
。
後
輩
た
ち

に
は
「（
学
生
時
代
に
）
や
れ
る
こ

と
は
全
て
や
っ
て
、
後
悔
の
な
い

よ
う
に
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

合
格
者
の
研
修
が
１
月
か
ら
始

ま
り
５
月
ま
で
続
く
。「
将
来
は
独

立
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
司
法
書
士
事
務
所
に
就
職

し
、
修
行
の
つ
も
り
で
頑
張
り
ま

す
」。橋
本
さ
ん
は
司
法
書
士
と
し

て
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

学長からの表彰状を手にする橋本拓（法学部法律学
科４年）と安酸学長 ３

年
間
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
勉
強

模
醸
造
の
た
め
、
イ

タ
リ
ア
製
の
手
動
圧

搾
機
を
使
う
な
ど
、

手
作
業
を
中
心
に
丁

寧
に
醸
造
し
ま
し

た
。
ベ
リ
ー
系
の
香

り
と
、
ク
リ
ア
で
透

明
感
の
あ
る
濃
い
ル

ビ
ー
色
の
色
調
で
、

軽
い
タ
ン
ニ
ン
を
感

じ
る
マ
イ
ル
ド
な
飲

み
口
に
仕
上
っ
て
い

ま
す
。」

表

ラ

ベ

ル

に

は

「
hguwine」を
淡
い
ピ
ン
ク

で
縦
に
配
置
、
ま
た
各
成
分

の
分
析
値
を
並
べ
て
表
示
し

シ
リ
ア
ル
番
号
を
手
書
き
し

ま
し
た
。
他
大
学
の
ワ
イ
ン

に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ

イ
ン
で
す
。

今
後
も
数
年
に
わ
た
り
熟

成
に
伴
う
成
分
変
化
を
調
べ

る
な
ど
、
研
究
を
継
続
し
ま

す
。
２
０
１
９
年
は
よ
り
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
ワ
イ

ン
造
り
を
企
画
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

計
画
の
大
幅
な
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
的

に
手
作
業
を
主
と
す
る
伝
統

的
醸
造
法
を
踏
襲
、
学
生
は

ぶ
ど
う
の
破
砕
か
ら
瓶
詰

め
、
ラ
ベ
ル
貼
り
の
す
べ
て

の
作
業
に
参
加
し
、
文
字
通

り
「
手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」

ワ
イ
ン
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
裏
ラ
ベ
ル
に
は
こ
う
記

し
ま
し
た
：「
食
用
ぶ
ど
う

の
代
表
格
「
巨
峰
」。
そ
の
親

品
種
で
あ
る
「
キ
ャ
ン
ベ

ル
・
ア
ー
リ
ー
」
を
使
用
し
、

卒
業
研
究
の
課
題
と
し
て
造

っ
た
赤
ワ
イ
ン
で
す
。
小
規

私
の
主
宰
す
る
ゼ
ミ
（
工

学
部
生
命
工
学
科
）
で
は
八

剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
亀
和
田

俊
一
社
長
・
札
幌
市
南
区
）

と
協
働
、
卒
論
の
研
究
機
会

の
提
供
と
技
術
協
力
な
ど
で

連
携
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

回
学
生
の
手
に
よ
る
ワ
イ
ン

製
造
を
企
画
、
で
き
あ
が
っ

た
ワ
イ
ン
を
「
学
園
オ
リ
ジ

ナ
ル
ワ
イ
ン
」
と
し
て
リ
リ

ー
ス
し
、
約
１
５
０
本
を
学

内
の
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
ご

購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
夏
の
北
海
道
は
天
候
不

順
で
農
作
物
に
被
害
が
及
び

ま
し
た
が
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

ぶ
ど
う
も
例
外
で
は
な
く
、

生命工学科発「学園ワイン」デビュー!

工
学
部
教
授小�

山�
�

芳
一

�
�
�
�

左から、工学部・小山芳一教授、八剣山ワイナリー・亀和
田俊一社長、ワイン製造に携わった小山研究室・渡部智
樹と町田梓（共に生命工学科4年）

大
学
院
生
２
名

優
秀
論
文
発
表
賞

平成30年

一
級
建
築
士
事
務
所
 ア
ー
カ
イ
ヴ
杉
山

�
�
�
�

友
和

�
�
�
�

工
学
部
建
築
学
科
 平
成
10
年
度
卒
・
28
期
生

平成30年日本建築士会連合会賞授賞式にて（左端が筆者）

▲受賞作品「北光の家」外観（竣工時）
同作品の室内（竣工時）▶

本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
 電
子
情
報
生
命
工
学
専
攻
修
士
課
程
２

年
・
田
上
諒
さ
ん
と
同
修
士
課
程
１
年
・
正
田
遼
平
さ
ん
の
２
名
が

そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
に
お
い
て
、
優
秀
論
文
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

大
学
院
工
学
研
究
科

電
子
情
報
生
命
工
学
専
攻

修
士
課
程
２
年
　

田
上

�
�
�
�

諒�
�
�

（
指
導
教
授
  越
前
谷
博
）

因
分
析
」
が
論
文
表
題
で
あ
り
、

札
幌
都
市
圏
に
お
い
て
人
口
減

少
が
著
し
い
と
さ
れ
る
北
広
島

市
を
対
象
に
、
移
住
を
希
望
す
る

札
幌
都
市
圏
の
被
験
者
の
意
識

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
を
用
い
て
移
住
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
の
分
析
結
果
に
基
づ
き
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
効
果
的

な
移
住
施
策
を
考
察
し
、
北
広
島

市
に
お
け
る
移
住
誘
導
施
策
を

提
言
し
ま
し
た
。

他
の
受
賞
者
と
し
て
、
筑
波
大

学
等
の
有
力
大
学
の
学
生
が
い

る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
、
研
究
と
発
表
を

評
価
し
て
頂
け
た
こ
と
は
、
今
後

修
士
論
文
を
執
筆
し
て
い
く
上

で
、
さ
ら
に
は
今
後
社
会
人
と
し

て
活
動
し
て
い
く
上
で
、
大
き
な

自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
研
究
を

さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
工
学
研
究
科

電
子
情
報
生
命
工
学
専
攻

修
士
課
程
１
年
　

正�
�
�

田�

遼
平

�
�
�
�
�

（
指
導
教
授
  鈴
木
聡
士
）

賞状を手に喜びの田上諒（工学研究科電子
情報生命工学専攻修士課程2年、写真左）と
正田遼平（同修士課程1年）

経
営
学
部
経
営
学
科
４
年
・

宍
戸
浩
起
さ
ん
が
、
札
幌
の
今
昔

を
紹
介
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ

プ
「
写
真
と
地
図
か
ら
み
る
札
幌

の
あ
ゆ
み
」
を
制
作
し
、
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
水
野
谷
武

志
教
授（
経
済
学
部
）、
浅
妻
裕
教

授（
経
済
学
部
）、
村
中
亮
夫
准
教

授
（
人
文
学
部
）
が
担
当
す
る
応

用
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
論
に
お

け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一

環
で
制
作
さ
れ
た
も
の
。 宍
戸
さ

ん
は
前
期
の
授
業
で
学
ん
だ
オ

ン
ラ
イ
ン
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ア
プ
リ

の
一
種
で
あ
る
ス
ト
ー
リ

ー
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
作

品
の
制
作
に
取
り
組
ん

だ
。作

品
に
は
、
宍
戸
さ
ん

が
所
属
す
る
マ
チ
ブ
ラ
部

と
写
真
部
で
磨
い
た
フ
ィ

ー
ル
ド
調
査
と
写
真
撮
影

の
技
術
が
活
か
さ
れ
て
お

り
、
故
郷
で
も
あ
る
札
幌

に
対
す
る
温
か

な
思
い
も
詰
ま

っ
て
い
る
。

１
月
５
、
６
日
に
御
茶

ノ
水
sola city hall

で
行
わ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ス

ト
ロ
ジ
ッ
ク
杯
第
33
回

全
国
オ
ー
ル
学
生
将
棋
選
手
権

（
個
人
戦
）」
で
本
学
将
棋
研
究

会
・
佐
藤
樹
さ
ん
（
法
学
部
１

年
）
が
見
事
準
優
勝
し
た
。
こ
の

大
会
に
は
小
学
生
か
ら
大
学
院

生
ま
で
３
３
３
名
が
参
加
し
、
佐

藤
さ
ん
は
３
回
目
の
出
場
。「
大

学
生
に
な
っ
て
実
践
の
経
験
が

増
え
た
こ
と
、
メ
ン
タ
ル
面
の
成

長
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
将
棋
研
究
会

で
は
他
の
部
員
に
教
え
る
こ
と

も
多
い
。
自
身
は
北
海
道
将
棋
連

盟
札
幌
支
部
に
所
属
し
社
会
人

の
人
た
ち
と
対
局
、
研
究
会
な
ど

を
通
し
て
腕
を
磨
く
。
家
に
帰
っ

て
か
ら
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
戦

術
を
ま
と
め
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
対
局
す
る
な
ど
将
棋
漬
け

の
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
大
学
タ
イ
ト
ル
獲
得
を
目
指

す
佐
藤
さ
ん
に
注
目
だ
。

将
棋
研
究
会
佐
藤
樹（
法
学
部
1
年
）

１
月
13
日
に
富
士
通
ス
タ
ジ

ア
ム
川
崎
で
開
催
さ
れ
た
、
第
32

回
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ウ
ル
２
０
１
９

川
崎
に
、
本
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
・
成
田
将
吾
さ
ん

（
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
３

年
）
が
北
海
道
代
表
と
し
て
参

加
、
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
活
躍

で
見
事
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
た
。
Ｔ

Ｏ
Ｐ
８
（
関
東
リ
ー
グ
１
部
）
の

選
手
に
混
ざ
り
、
自
身
の
強
み
で

も
あ
る
と
い
う
１
８
４
セ

ン
チ
の
長
身
を
生
か
し
た

プ
レ
ー
で
躍
動
。「
今
回
の

試
合
に
出
場
し
た
こ
と
で
、
自
分

自
身
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
自
分
に
足
り
な

い
も
の
も
明
確
に
な
り
、
よ
い
経

験
に
な
っ
た
」
と
さ
ら
な
る
進
化

を
目
指
す
。
成
田
さ
ん
は
、
本
学

ア
メ
フ
部
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
キ

ャ
プ
テ
ン
に
も
抜
擢
さ
れ
、
昨
年

12
年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
北
海
道

学
生
選
手
権
の
連
覇
を
狙
う
。

「
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
り
を
も

っ
て
濃
い
シ
ー
ズ
ン
に

し
た
い
で
す
。
北
海
道

で
連
覇
し
て
、
東
北
王

者
を
倒
し
、
関
東
の
壁

を
破
れ
る
よ
う
な
チ
ー

ム
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」

ア
メ
フ
部
成
田
将
吾（
人
文
学
部
３
年
）

カ
レ
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
M
V
P

全
国
オ
ー
ル
学
生

将
棋
選
手
権
準
優
勝

https://www.hgu.jp/info/ed-research/20190213-01.html
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卒
業
後
の
進
路
と

学
生
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
現

４
年
生
を
対
象
に
し
た
進
路
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
と
大
学
生
活
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

か
ら
「
も
う
一
度
就
職
活
動
を
す

る
と
し
た
ら
、
最
も
力
を
入
れ
よ

う
と
思
う
こ
と
を
一
つ
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
質
問
に

対
す
る
回
答
分
布
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。【
図
参
照
】

図
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
就
職

活
動
を
終
え
た
４
年
生
が
も
う

一
度
就
職
活
動
を
す
る
と
し
た

ら
、
企
業
・
業
界
研
究
に
つ
い
て

も
う
少
し
力
を
入
れ
た
い
と
い

う
回
答
が
一
番
多
く
な
り
ま
し

日（曜日） 行　　事
健康診断（豊4年）

新入生ガイダンス

入学式

健康診断（豊3年・工）

第1学期授業開始

学園創立記念日

第65回対東北学院大学定期戦
（札幌）

第2回オープンキャンパス

第1学期定期試験

（月）1

平成31年度 行事日程
月 日（曜日） 行　　事月

4

6

5

7

8

9

（火）2

（水）3

（木）16

（土）6

～（金）21 （日）23

（木）1

～（金）2

夏季休業開始（土）10

全学休業（事務取扱休止）
第1学期追再試験

（金）9

～（土）10 （日）11
～（火）13 （金）16
～（月）2 （木）5

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1年次〕、（工）…工学部〔2年次以上〕

＊大学院は、各研究科の行事日程によります。
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。

11

10

12

1

2

3

（土）12

（日）24

（木）26
（金）27
（水）8

（木）9

（火）14
（水）22
（金）24
（火）28

平
成　
年
31

平
成
　
年
32

ホームカミングデー

第68回十月祭
第48回工学祭

特別入試（公募・指定校推薦、
社会人Ⅰ期、課題小論文、
海外帰国生徒、外国人留学生）

振替土曜日授業
冬季休業開始
冬季休業終了

第2学期授業再開
振替月曜日授業

振替月曜日授業
予備日
予備日
第2学期授業終了

第2学期定期試験

～（土）12 （月）14

新入生ガイダンス
健康診断（豊2年）（木）4

新入生ガイダンス
健康診断（豊1年）（金）5

第1回オープンキャンパス（日）23
振替月曜日授業（火）16
実験生物に感謝する日（金）26
予備日（土）27
予備日
第1学期授業終了

（水）31

9月期卒業生発表
夏季休業終了

（水）18

第2学期授業開始
2部（夜間部）オープンキャンパス
第3回オープンキャンパス

（木）19
（金）20
（土）28

9月期卒業証書・学位記授与式
（日）29
（月）30

（水）29
～ （水）2/5

第2学期追再試験

卒業生発表
社会人Ⅱ期入試

進級生発表
卒業証書･学位記授与式（卒業祝賀会）（金）20

（金）27 在学生ガイダンス〔2年〕（平成32年度）

（土）28

各課程ガイダンス（平成32年度）

在学生ガイダンス〔3年〕（平成32年度）
各課程ガイダンス（平成32年度）

（月）30

（火）31

在学生ガイダンス〔4年〕（平成32年度）
各課程ガイダンス（平成32年度）

各課程ガイダンス（平成32年度）

～（水）19 （土）22

（水）11

（土）29
（火）10

入学試験～（日）9 （水）12
入学試験準備日（土）8

平成31年度 健康診断日程表
■豊平校舎〈学部生〉

■豊平校舎〈大学院生〉

※健康診断の詳細は掲示等でご確認ください。

13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00

①受診票の受取り・記入─14番教室
②身体計測─会館大会議室（生協食堂上）
③内科診察─会館会議室（大会議室上）

①身体・視力計測
　　─会館大会議室（生協食堂上）
②内科診察─会館会議室（大会議室上）
③尿検査容器提出・胸部X線
　　─学生玄関前

1
部

2
部

1
部

2
部

1
部

2
部

経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文

全学部

新2年生

新3年生

新4年生
・

研究生
4月1日（月）

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
　3月28日（木）10：30～12：15 学生玄関ホール

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈全学部〉　3月27日（水）17：00～20：30 医務室

学年・健診日 時　間 検　査・会　場学　部

4月3日（水）

4月4日（木）

新1年生
4月5日（金）

9：30～10：30

10：30～11：30

13：00～14：00

14：00～15：30

17：00～19：00

1
部

2
部

経済

経営

法

人文・工

全学部

■山鼻校舎〈工学部生・研究生・大学院生〉
4月3日（水）

男子／ 9：00～10：30 女子／10：30～11：00
男子／11：00～12：30 女子／12：30～13：00
男子／14：00～15：30
※視力検査があります(眼鏡・コンタクト使用の方は忘れず持参）

女子／15：30～16：00

男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

胸部X線 内科診察 身体計測

32番教室

尿検査

学部生・院女子： 31番教室
院男子： 32番教室

2号館
1階玄関前

尿検査を行うのは
 ・2～3年生の体育
  会系クラブ員
 ・4年生 ・ 研究生
 ・大学院2年生工

学
部
大
学
院

健診日
検査
場所

学年

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

新１年生

新2年生
新3年生
新4年生
研究生
修/新1年生
修/新2年生

4月5日（金）

学年・健診日 時　間 検　査・会　場

①受診票の受取り・記入─16番教室
 〈受診票の受取り時間〉9：10～11：00、12：00～15：00、16：45～19：00
②身体計測─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館3階（女性：8番会議室、男性：9～10番会議室）
④胸部X線─学生玄関前

新2年生以上
4月1日（月）

①身体計測※視力は最終学年のみ─会館大会議室
②内科診察─会館会議室（大会議室上）
③最終学年のみ尿容器提出・胸部X線─学生玄関前

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈法〉  3月27日（水）10：30～12：00 医務室前
〈経済・経営・人文〉
         3月28日（木）10：30～12：15 学生玄関ホール 

①受診票の受取り・記入（16番教室）
 ※4月5日に、他の資料と一緒に受診票が配

布されます。資料の配布時間は、ガイダン
ス日程表にて確認してください。

②身体計測
　─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館3階
 女性：8番会議室、男性：9～10番会議室
④胸部X線─学生玄関前
◎尿検査：体育会クラブ員のみ5月実施

※ ①～④の順番に検査を受け、受診票は
最後に回収。

検査容器の受取：
2～3年生はガイダン
ス後、医務室または
事務室で申し込み、
受け取り。他は健康
ガイダンスで配布。

平成30年度 平成31年度
卒業証書・学位記授与式 入 学 式

月 日（木）10：303 21 月 日（火）10：304 2
北海道立総合体育センター「北海きたえーる」
メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号
※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

地下 鉄：東豊線「豊平公園」駅下車、地下鉄連絡通路直結
バ ス：札幌駅前または札幌駅前バスターミナルから
　　　　白石、清田、西岡、平岡行き乗車（中央バス）
　　　　 「豊平３条12丁目」 下車徒歩５分

両式典会場

交通機関

札幌パークホテル 地下2階「パークプラザ」
札幌市中央区南10条西3丁目  　　511-3131
地下鉄南北線「中島公園」駅下車・3番出口より徒歩すぐ

会　　場

TEL

平成30年度 卒業生・大学院修了生・教職員・
同窓会役員・学生自治会役員（参加費無料）

参加対象

日　　時

交通機関

卒 業祝 賀 会
　同窓会と共催で開催する祝賀会は、卒業をお祝いするとともに、同窓会へ
の入会式でもあります。学生時代を共に過ごした仲間とともに、卒業の喜び
を分かち合いましょう。教職員・同窓生も出席します。奮ってご参加下さい。

月 日（木）14：00～15：303 21

「
進
路
調
査
票
」は
、大
学
か
ら
卒
業

生
に
対
す
る
調
査
で
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を
す
る
も
の

で
す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

所
定
の
方
法
で
提
出
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、①

文
部
科
学
省
の
卒
業
生
の
進
路
調
査

報
告
、②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の

各
種
統
計
資
料
の
作
成
、③
同
窓
会
活

動
（
会
報
発
送
・
事
業
案
内
）
等
に
使

用
さ
れ
る
も
の
で
、個
人
情
報
保
護
法

を
遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法

平
成
31
年
３
月
21
日
の

「
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
」
に
出

席
さ
れ
る
場
合
は
、証
書
を
受
け
取
る

際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同

授
与
式
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、各

学
部
事
務
室
に
て
証
書
を
受
け
取
る

際
に
提
出
願
い
ま
す
。

な
く
企
業
選
択
を
す
る
上
で
も

重
要
と
考
え
て
い
る
方
が
多
か

っ
た
で
す
。
自
信
を
も
っ
て
面
接

で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
ま
た
、
将
来

を
選
択
す
る
上
で
、
自
分
の
価
値

観
や
選
択
基
準
な
ど
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。　

筆
記
試
験
対
策
は
、
特
に
公
務

員
志
望
者
に
多
か
っ
た
回
答
で

す
が
、
民
間
企
業
で
も
筆
記
試
験

は
課
さ
れ
ま
す
。
い
く
ら
面
接
対

策
を
し
た
と
し
て
も
、
筆
記
試
験

に
通
ら
な
け
れ
ば
そ
の
面
接
試

験
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
第
一

関
門
で
つ
ま
ず
い
た
と
い
う
コ

メ
ン
ト
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
筆
記
試
験
対
策
を
通
じ
て
社

会
に
出
て
か
ら
役
立
つ
知
識
も

身
に
つ
く
の
で
や
っ
て
お
く
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。経

団
連
の
就
活
ル
ー
ル

撤
廃
の
影
響

『
２
０
１
８
年
10
月
９
日
、
一

般
社
団
法
人
 日
本
経
済
団
体
連

合
会
（
以
下
：
経
団
連
）
は
大
手

企
業
の
採
用
面
接
の
解
禁
日
な

ど
を
定
め
た
指
針
を
２
０
２
１

年
春
入
社
の
学
生
（
現
２
年
生
）

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
政
府
は
10

月
29
日
、
２
０
２
１
年
春
入
社
の

学
生
を
対
象
に
し
た
就
活
ル
ー

ル
を
、
企
業
に
よ
る
学
生
へ
の
面

接
の
解
禁
は
大
学
４
年
生
の
６

月
か
ら
と
現
行
の
日
程
を
維
持

す
る
決
定
を
し
ま
し
た
。』

こ
れ
は
、
昨
年
の
10
月
に
あ
っ

た
就
活
ル
ー
ル
に
関
す
る
一
連

の
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

現
行
の
ル
ー
ル
で
は
３
月
採
用

広
報
解
禁
・
６
月
選
考
開
始
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
こ

の
ル
ー
ル
は
紳
士
協
定
な
の
で
、

企
業
は
こ
の
ル
ー
ル
を
無
視
し

た
と
し
て
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
Ｉ

Ｔ
業
界
や
外
資
系
、
経
団
連
に
加

盟
し
て
い
な
い
企
業
な
ど
の
一

部
は
独
自
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
動
い
て
き
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
企
業
は
こ
の
ル
ー
ル
を
あ

る
程
度
遵
守
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
業
界
研
究
会
な
ど
で
、
採
用
解

禁
に
な
る
前
に
接
触
で
き
た
学

生
を
採
用
選
考
し
て
い
く
企
業

が
よ
り
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。「
経
団
連
」
と
い
う

枠
組
み
が
外
れ
る
こ
と
で
大
手

企
業
も
ル
ー
ル
を
守
る
必
要
が

な
く
な
り
、
早
期
に
内
々
定
を
出

さ
な
い
と
採
用
数
を
確
保
で
き

な
い
と
い
う
懸
念
か
ら
、
政
府
発

表
の
ル
ー
ル
に
従
わ
ず
に
独
自

の
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
採
用

活
動
す
る
企
業
が
増
え
て
く
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
新
４

年
生
向
け
の
採
用
に
お
い
て
も

今
年
の
１
月
か
ら
す
で
に
選
考

を
始
め
て
い
る
企
業
も
あ
り
、
受

験
す
る
学
生
か
ら
の
相
談
も
増

加
し
ま
し
た
。

焦
る
必
要
は
あ
る
の
か
？

た
だ
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

企
業
が
増
え
る
と
は
い
っ
て
も

全
て
の
企
業
が
そ
う
な
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
大
手
企
業
や
人
気

企
業
を
除
き
、
早
々
に
採
用
予
定

数
を
満
た
す
企
業
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
活
動
を

継
続
す
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
焦
ら
ず
自
分
に
合

っ
た
企
業
を
じ
っ
く
り
と
探
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
年
３
月
に
な
る
と
公

務
員
志
望
者
の
中
に
進
路
変
更

を
考
え
る
方
が
出
ま
す
が
、
民
間

志
望
者
の
動
き
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
ま
ず
は
公
務
員
試
験

の
結
果
が
出
る
ま
で
、
集
中
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
８
月
以
降

も
求
人
は
あ
り
ま
す
の
で
、
腰
を

据
え
て
試
験
勉
強
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
!!

自
身
の
良
さ
や
欠
点
な
ど
を

知
る
こ
と
が
自
己
分
析
の
始
ま

り
と
な
り
ま
す
。
学
業
は
当
然
と

し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
部
活
動
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

見
え
て
く
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
見
つ
け

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。
も
し
「
何
も
す
る

こ
と
が
な
い
。
ネ
ッ
ト
動
画
を
見

る
の
が
日
課
」
と
い
う
方
が
い
た

ら
、
４
月
以
降
に
開
講
さ
れ
る
資

格
講
座
を
受
講
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で

開
講
し
て
い
る
学
内
資
格
講
座

は
全
12
講
座
。
年
間
約
８
０
０
人

が
受
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
が

高
い
合
格
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

大
手
専
門
学
校
等
の
講
師
陣
が

万
全
の
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
ず
は
動
き
出
す
こ
と
が
重

要
！
  講
座
の
詳
細
は
４
月
上
旬

の
資
格
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
お
伝
え

し
ま
す
。「
な
ん
と
な
く
資
格
を

持
っ
て
い
れ
ば
有
利
そ
う
」「
前

か
ら
興
味
が
あ
っ
た
」「
得
意
分

野
を
活
か
し
た
い
」
な
ど
、
理
由

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

何
事
も
目
的
を
持
っ
て
自
分

か
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
に
は

４
月
は
い
い
季
節
で
す
。
心
機
一

転
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
!!

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」記
入
の
お
願
い

キャリア支援センター

た
。
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
の

コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
「
面
接
で
業

界
の
理
解
度
を
聞
か
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
」、「
同
業
他
社
と
の

比
較
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
し

た
か
っ
た
」
な
ど
、
業
界
や
企
業

の
情
報
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く

調
べ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
い

う
声
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
企
業
を
知
ら
な
け
れ
ば
自

分
に
合
っ
た
企
業
を
選
べ
な
い
」

な
ど
、
自
分
と
志
望
す
る
企
業
の

社
風
や
雰
囲
気
、
価
値
観
等
が
合

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
際
に
も
、
よ
り
詳
し
い
分
析
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
方
が
多

い
よ
う
で
し
た
。

続
い
て
は
面
接
対
策
が
多
く

選
ば
れ
ま
し
た
。
就
職
活
動
に
お

い
て
は
必
須
項
目
な
だ
け
に
、
そ

の
対
策
に
関
心
が
あ
る
よ
う
で

す
。「
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な

か
っ
た
」、「
筆
記
試
験
は
合
格
で

き
た
の
に
、
面
接
で
落
と
さ
れ

た
」
な
ど
面
接
で
後
悔
し
た
コ
メ

ン
ト
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
位
の
自
己
分
析
に
つ
い

て
は
、
面
接
対
策
と
し
て
だ
け
で

企
業・業
界
研
究
や
自
己
分
析
が
重
要

質問：もう一度就職活動をするとしたら、
 最も力を入れようと思うこと（回答数822）

面接対策企業・　
業界研究

アンケート調査結果【図】

自己分析 筆記試験対　策
OB・OG
訪　問

エントリー
シート対策 職業研究

ビ ジ ネ ス
マナー対策
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アセスメントテストGPS-Academicのご紹介
▽
11
月
８
日
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
北
部
地
区
隊
広
報
官
 喜
多
志
朗
氏

▽
11
月
19
日
大
阪
大
学
全
学
教
育
推
進
機

構
教
育
学
習
支
援
部
准
教
授
 佐
藤
浩
章
氏

▽
11
月
22
日
在
札
幌
大
韓
民
国
総
領
事
館

総
領
事
 朴
賢
圭
氏
、同
領
事
館
副
領
事
 朴
河

英
氏
、
同
領
事
館
研
究
員
兼
秘
書
 李
侑
扇
氏

▽
11
月
26
日
小
樽
商
科
大
学
総
務
課
職
員

係
長
 関
下
耕
平
氏
、
同
大
学
学
生
支
援
課
学

生
支
援
係
 小
田
島
有
彦
氏

▽
11
月
27
日
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
の
映
像
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
理
事
長
 佐
々
木
純
氏
、
同
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
 伊
藤
直
一
氏
、
札
幌
市
市
民
文
化
局

文
化
部
長
 前
田
真
子
氏
、
同
部
文
化
振
興
課

振
興
担
当
係
長
 工
藤
奈
津
子
氏

▽
12
月
11
日
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
長

向
殿
政
男
氏
、
同
局
長
 井
端
正
臣
氏

本学では、現代の社会で必要とされる三つの思考力（①批判的
思考力：情報の正確な理解と根拠に基づいた考察、②協働的思考
力：多様な価値観を理解し、協働する力、③創造的思考力：問題を
発見から新しいアイデアを生み出し、実社会で応用する力）を測
定し、学生の動機付けを高めるために「GPS-Academic」を実施して
います。受検方式は CBT（Computer Based Testing）で、学生はイン
ターネットが利用できる
PCがあれば都合の良い
日時・場所で受検するこ
とができます。今年も3
月27日（水）から新2年生
の受検が開始になりま
す。今年も多くの学生が
活用することでしょう。 GPS-Academic説明会の様子

▽
12
月
12
日
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
 正
木
千
陽
氏
、
同
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
グ
ル
ー
プ
部
長
 梅
宮
康

一
氏
、
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
グ
ル
ー
プ

福
田
潤
氏

▽
１
月
17
日
九
州
大
学
人
間
環
境
学
研
究

院
人
間
科
学
部
門
学
術
研
究
員
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
室
相
談
員
 佐
竹
圭
介
氏

▽
１
月
21
日
司
法
書
士
試
験
合
格
者
 橋
本

拓
（
法
学
部
法
律
学
科
４
年
）

▽
１
月
25
日
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学

部
教
授
 末
廣
昭
氏

▽
２
月
１
日
株
式
会
社
八
剣
山
さ
っ
ぽ
ろ

地
ワ
イ
ン
研
究
所
・
株
式
会
社
八
剣
山
フ
ァ

ー
ム
（
農
業
生
産
法
人
）
代
表
取
締
役
 亀
和

田
俊
一
氏

▽
２
月
６
日
日
本
私
立
大
学
協
会
常
務
理

事
事
務
局
長
 小
出
秀
文
氏

▽
２
月
20
日
北
海
学
園
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

Ｏ
Ｂ
会
長
 阿
波
昭
則
氏

採用広報解禁となった3月1日の学内企業説明会


